
区

巳コ　更新世段丘Ⅱ　巨＝∃　更新世段丘Ⅲ［∃　更新世段丘Ⅳ［＝⊃　完新世段丘I［＝コ　完新世段丘Ⅱ

巨≡ヨ　現氾濫原　［≡ヨ　開析谷　［⊇召　河川　　　亡コ　調査区　［＝⊃　人工改変地

第2図　坂元遺跡付近の地形面と調査区
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段丘が北西一南東方向に長く延びる。これは印南野台地における段丘分布の特徴であり、そこでは各段

丘が南西に向かって階段状に配列する。

〔更新世段丘Ⅲ～V〕更新世段丘ⅢとⅣは白ヶ池川中一下流部でみられる。これらは、自ヶ池川に沿っ

て断続的に分布し、遺跡の北側と南側では概ね南北に延びる。これらの段丘はそれぞれ比高2－3m

の段丘崖をもつ。他方、更新世段丘Vは遺跡より約300m南西に分布する。この段丘は、白ヶ池川沿い

に認められず、自ヶ池川はその形成にほとんど関係しなかったと考えられる。

〔完新世段丘I〕この段丘は、自ヶ池川の下流部でよく発達している。これは、とくに南西方向へ連続

して延び、加古川下流沖積低地の南東端を縁取るように細長く分布する。自ヶ池川の下流部では、この

段丘が現流路の両岸にみられ、なかでも南岸には東西方向に約600mの長さをもつ段丘面が広がる。こ

れは、西方へ緩やかに傾斜し、完新世段丘Ⅱと比高2m前後の段丘崖で接する。

調査区の多くがこの段丘上に位置し、自ヶ池川南岸の段丘面には、2－7区、9－14区、17－18区、

19区の南西部、20～27区、29区、31～35区、37～40区、45－46区、および53区の南西部がみられる。他

方、白ケ池川北岸の段丘面は南岸と比べて発達しておらず、そこには36区と48～51区が位置する。

〔完新世段丘Ⅱ〕これは自ヶ池川に沿って断続的に認められる。段丘面は、現氾濫原より約50cm高く、

自ヶ池川の下流へ行くほど高度を下げる。1区と56区がこの段丘面に位置し、それらは自ヶ池川下流部

の北岸に分布する。

〔現氾濫原〕この地形面は、最も低く、河川の氾濫に伴って冠水する危険性がある。これは自ヶ池川の

中～下流部とそれが合流する別府川沿いに認められる。自ヶ池川中～下流部の現氾濫原は、現流路に沿っ

て細長く延び、幅は最大でも150m前後しかない。ここには、15区、16区、19区の北東部、および53区

の北東部が位置する。一方、別府川の南東岸では、完新世段丘Iの段丘崖下に低湿な現氾濫原が認めら

れる。そこには、28区と30区の北西部、52区、ならびに54～55区が分布する。

〔開析谷〕遺跡周辺には、比較的大規模な開析谷が2ヶ所でみられる。ひとつは自ヶ池川中流部の東岸

から南東へ延びるものである。この谷は100－350mの幅でほぼ直線状に数km発達し、自ケ池川付近

では更新世段丘I～Ⅳを下刻している。他の一つは遺跡の南端から南へ延びるものである。これは、更

新世段丘Ⅳを下刻して発達しており、100m前後の幅をもつ。谷底は、北へ緩やかに傾斜し、完新世段

丘Iの段丘面と傾斜変換線で接する。この谷の出口（北端）付近には、8区、42－44区、および47区がみ

られる。

（2）遺跡付近の微地形

多くの調査区が位置する完新世段丘IとⅡは埋没した扇状地が段丘化したものであり、自ヶ池川沿い

の現氾濫原には地下浅所に扇状地が発達する。そのため、これらの地形では、扇状地の微地形である旧

中州と旧河道が埋没している（第3図）。旧中州の埋没地点は旧河道が埋もれている箇所より地表が数

十cm高い。

白ケ池川北岸の完新世段丘Iでは、埋没旧中州が少なくとも2ヶ所で、南岸のそれでは約10ヶ所で認

められる。旧河道は、これらの間に延び、自ヶ池川南岸の完新世段丘Iでは6－7本みられる。これら

はやや蛇行し、全体としては網状を呈する。旧河道の多くは自ヶ池川の流路跡で、48区付近の旧河道と

23区から37・38区を経て40区に至るものとは、その方向からみて加古川の分流跡と考えられる。

完新世段丘Ⅱは、白ケ池川に沿って断続的にわずかの面積しかみられない。そのため、旧河道は1区
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［＝コ　完新世段丘I・埋没旧中州　田　完新世段丘I・埋没旧河道［＝コ　完新世段丘Ⅱ・埋没旧中州

匡辺　完新世段丘Ⅱ・埋没旧河道　圏　現氾濫原・埋没旧中州　　巨∃　現氾濫原・埋没旧河道

匡扇　開析谷　　　　　E≧召　河川　　　　　　口　人工改変地

第3区l　坂元遺跡付近の微地形分類図
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の南西端に認められるだけであり、他には埋没旧中州が分布する。現氾濫原は自ヶ池川と別府川に沿っ

てみられる。これらのうち自ヶ池川に沿う現氾濫原では、埋没旧中州と白ヶ池川の旧河道とがそれぞれ

約5ヶ所に分布する。他方、別府川沿いには、比較的大規模な旧河道が認められる。これは加古川の分

流跡と考えられる。

3．遺跡調査区における堆積物について

（1）完新世段丘Iの堆積物

この段丘における堆積物の基本的な層序は、下位から順に橙褐～橙灰色の砂礫、橙灰～灰褐色の砂礫

～シルト質砂礫、灰色の砂～シルト質砂、黄灰色の砂質シルト～シルト、灰～暗灰色のシルト質砂～シ

ルト、および現耕土である（第4・5・6図の南西部）。

最下位で観察される橙褐～橙灰色の砂礫は扇状地堆積物に該当する。その上面は、現地表下1～1．7

mでみられ、旧中州が分布するところで高い。厚さは少なくとも1．2mある。この砂礫はそれを構成す

る礫の径からみて2つに細分される。下位の砂礫は主に径4～9cmの礫からなり、最大で径十数cm

の大礫がみられる。他方、上位の砂礫に含まれる礫は、それより小さく、径2～5cmを主体とする。

両者は、ともに亜角～亜円礫からなり、比較的締まりがよい。両堆積物の間には、砂がレンズ状に挟ま

れる。

完新世段丘Iでは、この砂礫を切る旧河道が最も多く認められる（第15図）。その深さは少なくとも1

mあり、幅は10m以上のものが多い。旧河道堆積物は、砂礫である場合と、砂礫と砂、砂質シルド）な

どの互層からなる場合とがある。これらの砂礫は、2～5cmの亜角～亜円礫を主体とし、前者の多く

は間に砂を挟んで上下2つの砂礫に分けられる。

扇状地堆積物の上位に位置する橙灰～灰褐色の砂礫～シルト質砂礫は、旧中州と旧河道を覆う洪水堆

積物にあたる。厚さは20～60cmで、扇状地堆積物の上面が高い箇所では局地的に分布していない。こ

の堆積物は、径1～4cmの亜角～亜円礫を主体としており、下位の砂礫より小さい礫からなる。これ

は、部分的に砂に変化したり、間に砂を挟んで2－3つに細分されることがある。

本遺跡の西部では、このような砂礫を切る旧河道が2本認められる。ひとつは23区の北西端にみられ

るもので、深さが1．1m以上である。他の一つは、23区から37区を経て40区に至る旧河道で、加古川の

分流跡と考えられる。これは少なくとも1．6mの深さをもつ。

砂礫を覆う灰色の砂～シルト質砂は、多くの場合3つ前後の砂やシルト質砂からなり、砂質シルトを

挟むことがある。これらは洪水堆積物に相当する。全体の厚さは20～80cmで、調査区のほぼ全域で認

められる。この上位にみられる黄灰色の砂質シルト～シルトは、調査区のほぼ全域に分布し、2～3つ

に分けられることがある。これらの堆積物には、黒灰色のシルトが局地的に認められ、そこには小規模

な湿地が形成されていたと考えられる。40区にみられるこうした黒灰色のシルトからは10，470±50yrBP

（IAAA－80858）の放射性炭素年代測定値2）が得られている。

こうした砂質シルト～シルトのうち、最上位の黄灰色シルトを切る旧河道が少なくとも4本認められ

る3）。旧河道の幅は3－10mと比較的小規模で、遺跡の西部を北東一南西方向にやや曲がりながら延び

る○これらは、自ケ池川や加古川の分流跡と考えられ、橙灰色の砂礫や砂、シルト質砂によって埋積さ

れている。

黄灰色のシルト上面からは、縄文時代晩期以降の遺構が検出される。完新世段丘Iの埋没旧中州上で
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は、縄文時代晩期の土坑（11区）、弥生時代中期後半の方形周溝墓（12・19・26・53区など）、弥生時代中

期後半と後期、古墳時代後期の竪穴住居跡（28・31・37・40区など）、ならびに弥生時代中期と8世紀、

13世紀の掘立柱建物跡（2・25・26・28・31・37・38・40区など）などが認められる。また、旧河道を利

用した溝も4条検出されている。これらは、黄灰色のシルトを切る小規模な旧河道3）を人為的に掘削し

てつくられており、他に溝に比して大きい。4条のうち3条は弥生時代中期に、40区を通過する1条は

弥生時代後期につくられ、いずれも8世紀に埋もれたものである。

その上位に位置する灰～暗灰色のシル上質砂～シルトは、下位の堆積物と異なり、完新世段丘Iの段

丘化後に段丘面上に堆積したと考えられる。すなわち、この堆積物は降雨の量が多かった時などに遺跡

南側の開析谷から流れ出た洪水によってもたらされた可能性が高い。これは、32・33・40区などの遺跡

西部を中心に認められ、主に埋没旧河道上から埋没旧中州の斜面上にかけて堆積する。この堆積物は5

つ前後に細分され、それぞれ厚さ数cm～十数cmの薄いものである。

40区では、この堆積物が下位から灰色の礫混じりシルト質砂、暗灰色のシルト、灰色のシルト、およ

び黄灰色のシルトに分けられる。これらのうち、灰色の礫混じりシルト質砂には、9世紀の遺物が含ま

れる。その下面からは、埋没旧中州上で弥生時代中期の土坑、古墳時代後期の竪穴住居跡、ならびに8

世紀末～9世紀初頭の掘立柱建物跡が検出され、埋没旧河道上では8世紀後半の水田遺構が認められ

る。礫混じりシルト質砂の上にのる暗灰色のシルトは中世前期の遺物を含む水田土壌にあたる。さらに、

その上位にみられる黄灰色のシルトはそれ以降の耕土に相当する。

（2）完新世段丘Ⅱの堆積物

ここでは、砂礫の上を細粒堆積物が被覆する。1区では、下位から褐灰～灰色の砂礫、褐灰色のシル

ト質砂、暗褐～褐灰色の砂質シルト～シルト、および現耕土が認められる（第7図の南西部～中央部）。

これらのうち、褐灰～灰色の砂礫は礫径からみて3つに分けられる。最下位の砂礫は径5－13cmの礫

を主体とし、最大で径25cmの礫が混入する。これより上位の砂礫には、径の小さい礫が多く含まれる

ようになり、最上位の砂礫では径1－3cmの礫が主体となる。いずれも、主に亜角～亜円礫からなり、

マトリックスは租砂である。これらは扇状地の堆積物に該当する。1区では、ほとんどの範囲が埋没し

た旧中州上に位置しており、この砂礫の上面が高くなっている。

こうした砂礫を切って旧河道の堆積物が認められる。1区での旧河道堆積物は、径1～6cmの亜角～

亜円礫を主体とし、柵礫（グラニウル）～租砂に充填されている。これは、締まっておらず、1区の南西

端にみられる。

砂礫の上位に位置する褐灰色のシルト質砂ならびに暗褐色～褐灰色の砂質シルトやシルトは、旧中州

や旧河道を被覆する。前者は主に砂礫上面の窪みに堆積し、後者は全体を覆う。両者は、50cm～1m

の厚さで認められ、扇状地を埋没させている。これらのうち、最上位にみられる褐灰色のシルトは、土

壌化した旧表土であり、遺物が含まれる。1区の埋没旧中州上では、その下面から弥生時代中期後半の

方形周溝墓などが検出されている。

なお、56区は埋没旧中州上に位置しており、1区と同じ層位で縄文時代晩期の土坑および弥生時代後

期と古墳時代後期の竪穴住居跡などが認められる。
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（3）現氾濫原の堆積物

別府川と白ヶ池川に沿う現氾濫原では、堆積物の様相が異なる。別府川に沿う現氾濫原では、旧河道

堆積物の上に細粒堆積物がのる。28区では、完新世段丘Iの段丘崖下を数度流れた流路の跡がみられ、

これらは加古川の分流跡と考えられる。旧河道のうち最も新しいものは、幅が約7mで、深さが約1．8m

に達する。旧河道堆積物は、黒褐色や灰色の砂質シルトとシルトからなり、褐灰色の砂を薄く挟むこと

がある。なかでも黒褐色のシルトが厚く、植物遺体が多く含まれることから、旧河道内は湿地的な環境

下で埋積されたと考えられる。堆積物には、古墳時代後期の遺物が混入する。

他方、最も古い旧河道堆積物の上部には、礫混じり砂や砂質シルトがみられ、礫混じりシルトに混入

する植物遺体からは2，240±30yrBP（IAAA－80856）の放射性炭素年代測定値が得られている。こうした

旧河道堆積物を覆う細粒堆積物は、黄褐～褐色の砂質シルトで、洪水に伴うものである。これらからは

古墳時代後期や8世紀の水田遺構（28・30・53・54・55区など）が検出されている。

一方、自ヶ池川に沿う現氾濫原の基本層序は下位から暗褐灰～橙灰色の砂礫、灰色の砂、黒灰色のシ

ルト、灰色のシルト質砂、ならびに現耕土である（第6図の中央部～北東部）。これらのうち、暗褐灰～

橙灰色の砂礫は扇状地堆積物に相当する。この堆積物は、径3～13cmの亜角～亜円礫を主体とし、最

大で径24cmの礫を含む。厚さは50cm以上あり、現地表下およそ1mで認められる。その上位にみら

れる灰色の砂は、砂やシル上質砂からなり、2－3つに細分される。砂礫が部分的に挟まれ、これには

径1－5cmの礫がみられる。

この砂を覆う黒灰色のシルトは2－3つに分けられる。これらは湿地性堆積物にあたり、19区の北東

部ではその上面で畦畔と足跡が検出されている。15区と19区北東部では、この堆積物が調査区のほぼ全

域に分布しており、現氾濫原では湿地的な環境が数度にわたって訪れ、その度に水田がつくられたと考

えられる。この上位に位置する灰色のシルト質砂は、砂とシルト質砂の互層であり、3～4つに細分さ

れる。これらは自ヶ池川の氾濫堆積物であり、湿地的な環境の後洪水が繰り返し発生したことを物語る。

こうした堆積物のうち、下位にみられるシルト質砂には、中世後期の遺物が含まれ、これより上位の砂

とシルト質砂には江戸時代の遺物が混入する。

旧河道は、それが切り込む層位からみて3種類に分けられる。すなわち、暗褐灰～橙灰色の砂礫を切

るものと、灰色砂の間および黒灰色シルトの下面から切り込むものである。暗褐灰～橙灰色の砂礫を切

る旧河道は最も古い時期に形成されたもので、約12mの幅をもつ。これは径2－8cmの亜角～亜円礫

からなる橙灰～灰色の砂礫によって埋積される。灰色砂の間から切り込む旧河道は、10m前後の幅で

あり、15区や19区で数本認められる。この旧河道堆積物は、砂礫、砂、およびシルト質砂が互層をなし、

比較的層相変化が激しい。

黒灰色シルトの下面から切り込む旧河道は、幅5～8m、深さ80cm～1m程度であり、それ以前に

形成されたものに比して浅く狭い。これらは、それ以前の旧河道堆積物を侵食して形成されており、同

じ箇所を再び流れた河川の跡に該当する。旧河道の堆積物は砂礫や砂、シルトなど多様である。19区で

は、こうした旧河道が東西に3本延び、そのうち中央の旧河道堆積物からは8世紀後半の墨書土器と斎

串が出土している。

これらの旧河道堆積物には、植物遺体が混入しており、旧河道の底にみられる植物遺体の放射性炭素

年代測定値は2，030±30yrBP（IAAA－80853）4）を示す。また、旧河道堆積物の上部にみられる黒灰色の

シルトからは1，270±30yrBP（IAAA－80854）の年代測定値5）が得られている。
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（4）開析谷の堆積物

開析谷の出口（北端）付近では、基本的に下位から青灰色の砂礫、灰色の砂礫、褐灰色のシルト質砂、

褐灰色のシルト、および現耕土が観察される（第8図）。44区では、最下位にみられる青灰色の砂礫が、

径2～7cmの亜角～亜円礫を主体とし、1．4m以上の厚さで堆積する。この堆積物は旧河道に切られ

ている。旧河道は南から北西へ延びるもので、開析谷中を流下した小規模な流路の跡である。これは径

1－4cmの礫からなる砂礫、砂、ならびに砂質シルトなどの互層によって埋積されている。

最下位の砂礫と旧河道堆積物を覆って、灰色の砂礫がみられる。これは、厚さ20－50cmで、径1～

4cmの礫からなる。さらにその上位に位置する褐灰色のシルト質砂とシルトは44区のほぼ全域で認め

られ、このシルト上面が遺構検出面にあたる。これらは、いずれも締まりがよく、更新世に堆積したと

推定される。

4．遺跡調査区付近の地形環境

これまでに述べた事柄から次のような地形環境が考察される。

〔ステージ1〕更新世段丘I～Vが順次形成された後、本遺跡の南側では、更新世段丘Ⅳの下刻が進ん

だ。そこでは、更新世段丘Ⅳがほぼ南北方向に3m以上の深さで侵食され、100m前後の幅をもつ開析

谷がつくられた。

〔ステージ2〕更新世段丘Vの段丘化後、遺跡付近には主に自ヶ池川によって砂礫がもたらされた。そ

れに伴って、扇状地が発達し、遺跡付近では中州が約12ヶ所につくられた。自ヶ池川の流路は5本程度

みられ、これらは流路変更の後、主に砂礫に埋積された。他方、開析谷の底には、小規模な河川が流れ、

砂礫が堆積した。開析谷の出口にあたる44区では、この河川が北西方へ流下していた時期があり、その

後流路跡は砂礫、砂、ならびに砂質シルトなどの互層によって埋積された。

〔ステージ3〕扇状地上では、約10，500年前までに径1～4cmの小さい礫からなる砂礫が洪水によっ

て堆積し、ついで砂とシルト質砂がそれを覆った。10，500年前前後になると、砂質シルトやシルトが堆

積し、旧中州と旧河道は地表下約1mの深さに埋没した。さらにそれ以降には、自ケ池川や加古川の

小規模な分流が少なくとも4本流下し、その後これらは砂礫や砂、シルト質砂によって埋積された。こ

の時期、開析谷の出口付近では、谷中を流れる小河川によって砂礫やシルト質砂、シルトがもたらされ、

旧河道を覆った。

〔ステージ4〕遺跡付近は自ヶ池川と加古川の下刻によって段丘化した。これは、完新世に入ってから

縄文時代晩期までのある時期に起こったことであり、縄文海進頂期直後の海過に伴う可能性が高い。白ヶ

池川の中一下流部では、この段丘化によって狭長な低地が形成された。

〔ステージ5〕自ケ池川沿いの低地には、砂礫が堆積し、扇状地がつくられた。そこには、中州が形成

され、流路跡は主に砂礫によって埋積された。

〔ステージ6〕この扇状地は、自ヶ池川の度重なる氾濫に伴って、シルト質砂やシルトなどの細粒堆積

物に覆われた。その結果、旧中州と旧河道は地表下およそ1mに埋没した。

〔ステージ7〕自ヶ池川沿いの低地では、約2，240年前までに同河川の下刻によって段丘化が起こった。

そのため、完新世段丘Ⅱが自ヶ池川に沿って断続的に形成された。自ヶ池川沿いで扇状地の形成、埋没、

および段丘化が起こっていたころ、完新世段丘I上では洪水の発生しない安定した環境が続いた。縄文

時代晩期には、自ヶ池川北岸の完新世段丘I上や完新世段丘Ⅱ上で人間活動がみられ、土坑がつくられ
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た。

〔ステージ8〕完新世段丘Ⅱの段丘崖下では、自ヶ池川によって砂礫がもたらされ、扇状地が発達した。

15区や16区南東部では、自ケ池川が何度も流下し、中州が流路間に形成されるとともに、流路は変更の

度に砂礫を中心とする堆積物に埋積された。

〔ステージ9〕自ヶ池川に沿って形成された扇状地は、約2，030年前までに洪水に伴う砂に覆われ、浅

く埋没した。一方、遺跡北西端の別府川沿いでは、約2，240年前以前に加古川の分流が完新世段丘Iの

段丘崖下を流下し、それが埋積された。このような現象が現氾濫原でみられていた間、完新世段丘Iと

Ⅱ上は安定した環境下にあり、弥生時代中期後半には、完新世段丘Iの埋没旧中州上で竪穴住居と方形

周溝墓などが、また完新世段丘Ⅱの埋没旧中州上でも方形周溝墓がつくられた。

〔ステージ10〕約2，030年前から1，270年前にかけて、白ケ池川沿いの現氾濫原では、小規模な流路の形

成と埋積が数度みられた。また、別府川に沿う現氾濫原では、そのころ加古川の分流が流下し、古墳時

代後期にそれがシルトによって埋積・埋没した。ここでは、その流路跡を被覆したシルトを土壌に水田

稲作が営まれた。他方、完新世段丘IとⅡでは、この時期も安定した環境が続き、弥生時代後期と古墳

時代後期にも埋没旧中州上で竪穴住居が建てられた。

〔ステージ11〕およそ1，270年前以降になると、自ヶ池川沿いの現氾濫原では、洪水に伴うシルトが2

－3つ堆積した。ここでは、その度に湿地的な環境が訪れ、シルトは腐植化するとともに、自ヶ池川の

小規模な流路が幾度か形成された。8世紀後半には、腐植化した黒灰色のシルトを土壌に水田稲作が営

まれ、また小規模な流路では斎串を流す祭祀が行われた。同様に、別府川に沿う現氾濫原でも、埋没旧

河道上にシルトが洪水堆積し、8世紀にはそれを土壌とした水田がつくられた。一方、完新世段丘I上

の埋没旧中州上では、8世紀や8世紀末～9世紀初頭に掘立柱建物が建てられた。

〔ステージ12〕自ヶ池川沿いの現氾濫原では、その後中世後期までに洪水によるシルト質砂の堆積がみ

られた。さらに江戸時代に入ると、数度の洪水が発生し、砂やシルト質砂が堆積した。また、完新世段

丘I上では、9世紀以降に遺跡南側の開析谷から洪水が数度及んだ。そのため、礫混じりシルト質砂と

シルトが主に遺跡西部の低所に薄く堆積した。こうした遺跡西部では、9世紀初頭以降に顕著な人間活

動がみられず、東部では13世紀に掘立柱建物が建てられた。

5．おわりに

本遺跡は自ヶ池川下流部の完新世段丘IとⅡ、現氾濫原、および開析谷に広がり、その北西端は別府

川沿いの現氾濫原に位置する。これらのうち、完新世段丘Iは縄文海進頂期後の海退期に、また完新世

段丘Ⅱはそれ以降2，240年前までのある時期に段丘化したと考えられる。自ヶ池川に沿う完新世段丘I

とⅡ、および現氾濫原には、扇状地が埋没しており、2つの完新世段丘はそれが段丘化したものである。

そのため、これらの地形面には、埋没した旧中州と旧河道が認められる。

完新世段丘Iでは、段丘化の後に訪れた安定した環境下で、まず縄文時代晩期に人間活動がみられた。

その後埋没旧中州上では、弥生時代中期後半に竪穴住居と方形周溝墓が、さらに弥生時代後期、古墳時

代後期、ならびに8世紀に竪穴住居や掘立柱建物がつくられた。他方、段丘化の直前に形成された小規

模な旧河道が段丘化後の弥生時代中期後半と後期に利用され、そこには比較的大規模な溝が掘削され

た。溝の周辺では水田が営まれ、旧河道付近には局地的な生産域が存在した。こうした段丘上の遺跡西

部には、9世紀初頭以降に遺跡南側の開析谷から洪水が及ぶようになり、人間は13世紀に遺跡東部の埋
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没旧中州上で居住した程度であった。

完新世段丘Ⅱでも、段丘化後の安定した環境下で人間活動がなされた。ここでの埋没旧中州上では、

弥生時代中期後半に方形周溝墓が、また古墳時代後期に竪穴住居がつくられた。わずかに高い埋没旧中

州上は、排水の便がよいため、完新世段丘IとⅡで居住域や墓城に利用されたのである。

現氾濫原は、自ヶ池川流域で扇状地、別府川沿いで旧河道が埋没する過程で生産域に利用された。こ

れらの埋没がなされていた8世紀の現氾濫原は、洪水が多発する低湿な環境であった。そのため、洪水

に伴うシルトを土壌に水田稲作が営まれた。また、自ヶ池川流域では、小規模な流路で祭祀が行われ、

居住は埋没旧中州上でもみられなかった。その後も洪水は繰り返され、自ヶ池川流域では中世後期まで

と江戸時代にも砂やシルト質砂が堆積した。

以上のように、本遺跡では地形面ごとに各時期の地形環境が異なり、人間はそれを巧みに利用して活

動してきたのである。

注

1）3区と32区におけるこの堆積物には、植物遺体が混入しており、それらの放射性炭素年代測定値は

ともに53，900yrBP以前（IAAA－80852・IAAA－80855）である。これらの植物遺体は旧河道内におけ

る二次堆積のものと考えられる。

2）本報告書の（株）加速器分析研究所「Ⅴ－2．坂元遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）」によ

る。

3）これらの旧河道は、小規模であるため遺構検出面からのトレンチ断面で確認したもので、第3図の

微地形分類図には掲載していない。

4）前掲2）

5）前掲2）
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2．坂元遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

1．測定対象試料

坂元遺跡は、兵庫県加古川市野口町坂元（北緯34045′35．3〝、東経134051′5．6〝）に所在する。測定対象

試料は、縄文包含層（2003198　2区）出土の炭（01：IAAA－80850）、SXO201（2003198　2区）出土の炭（02：

IAAA－80851）、下層断割断面（2003198　3区）出土の植物片（03：IAAA－80852）、下層断割断面

（200400119区）出土の木片（04：IAAA－80853）と木片（05：IAAA－80854）、下層断割断面（200400132

区）出土の木片（06：IAAA－80855）、下層断割断面（200400128区）出土の炭（07：IAAA－80856）、SX4004

（200400140区）出土の炭（08：IAAA－80857）、下層断割断面（200400140区）出土の土（09：IAAA－

80858）、合計9点である。

2．測定の意義

遺構や地層の年代を特定する。

3．化学処理工程

（1）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（2）木片や炭化物は酸・アルカリ・酸（AAA）処理、泥炭は酸（HCl）処理を実施し、内面的な不純物を

取り除く。なお、AAA処理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。

（3）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。

（4）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製

する。

（5）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（6）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

4．測定方法

測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとLt14C－AMS専用装置（NECPelletron9SDH－2）を使用

する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標

準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5．算出方法

（1）年代値の算出には、Libbyの半減期（5568年）を使用する（StuiverandPolash1977）。

（2）14C年代（LibbyAge：yrBP）は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、1950年

を基準年（OyrBP）として遡る年代である。この値は、813Cによって補正された値である。14C年代と

誤差は、1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。また、14C年代の誤差（±1のは、試料の14C

年代がその誤差範囲に入る確率が68．2％であることを意味する。

（3）813Cは、試料炭素の13C濃度（13C／12C）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位体比

は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（％。）で表される。測定には質量分析計あるいは加速器を用
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いる。加速器により13C／12Cを測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

（4）pMC（percentModernCarbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。

（5）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に措かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の14C

濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応する較正曲線

上の暦年代範囲であり、1標準偏差（1♂＝68．2％）あるいは2標準偏差（2♂＝95．4％）で表示される。

暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない14C年代値である。なお、校正曲線

および校正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結

果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、

暦年校正年代の計算に、IntCalO4データベース（Reimereta12004）を用い、0ⅩCalv4．0校正プログラ

ム（BronkRamsey1995BronkRamsey2001BronkRamsey，VanderPlichtandWeninger2001）を使

用した。

6．測定結果

14C年代は、縄文包含層（20031982区）出土の炭（01）が2450±30yrBP、SXO201（20031982区）出土

の炭（02）が1200±30yrBPである。下層断割断面（20031983区）出土の植物片（03）は53860yrBPよりも

古い。下層断割断面（200400119区）出土の木片は2030±30yrBP（04）、木片が1270±30yrBP（05）である。

下層断割断面（200400132区）出土の木片（06）が53900yrBPよりも古い。下層断割断面（200400128区）

出土の炭（07）は2240±30yrBP、SX4004（200400140区）出土の炭（08）が1330±30yrBPである。下層断

割断面（200400140区）出土の土（09）は10470±50yrBPである。

炭や木片、植物片の炭素含有率は、すべて50％以上であり、十分な値であった。土は不純物を含まな

い粘土であり、炭素含有率が0．65％と低いものであったが、粘土としては標準的な値である。化学処理

および測定内容に問題は無く、妥当な年代と考えられる。

第2表　試料一覧

測定 番号 試料名 採 取場所
試 料

形 態

処理

方法

∂13C （％。）

（A M S）

∂13C 補 正 あ り

L ib b y A g e

（y rB P ）
p M C （％）

IA A A －8 0850 0 1 縄 文包 含層　 2 003 198　 2 区 炭 A A A －3 0．6 7±0．37 2，4 50 ±30 73．72±0．27

IA A A －80 851 02 S X O20 1 200 3198　 2 区 炭 A A A －2 5．25 ±0．36 1，2 00±3 0 86．13±0．29

IA A A －80 852 03 下層断割断面　 2003198　 3 区 植物片 A A A －30．71 ±0．8 5 ＞5 3，860 ＜0．12

IA A A －808 53 04 下層断割断面　 2004001 19区 木片 A A A －30．88 ±0．4 1 2，03 0±30 77．6 7±0．28

IA A A －808 54 05 下層断割断面　 2004001 19区 木片 A A A －26．46 ±0．43 1，270 ±30 8 5．39 ±0．2 9

IA A A －808 55 06 下層断割断面　 2004001 32区 木片 A A A －27．22 ±0．46 ＞53，900 ＜0．12

IA A A －808 56 07 下層断割断面　 2004001 28区 炭 A A A －27．31 ±0．44 2，240 ±30 7 5．67 ±0．2 8

IA A A －808 57 08 S X 40 04 20 0400 1 40区 炭 A A A －19．56±0．40 1，330 ±30 84．70 ±0．2 7

IA A A －808 58 09 下層断割断面　 2004001 40区 土 H C l －26．57±0．58 10，470 ±50 2 7．15 ±0．1 6

［＃2374］
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第3表　暦年較正年代

測定 番号
∂13C 補 正 な し 暦年 較正 用

（y rB P ）
1♂暦年 代範 囲 2♂暦 年代範 囲

A g e （y rB P ） p M C （％）

IA A A －80 850 2 ，540 ±30 7 2．86 ±0．2 7 2，44 9 ±2 9

74 1B C －6 90 B C （21．0 ％）

663B C －64 8 B C （5．8％ ）

549B C －48 4 B C （24．8 ％）

465B C －4 16 B C （16．6 ％）

753B C －6 85 B C （24．9 ％）

668B C －633 B C （9．9 ％）

625B C －6 12 B C （2．0 ％）

597B C －4 10 B C （58．5 ％）

IA A A －80 851 1 ，200 ±30 8 6．08 ±0．2 9 1，199 ±2 7
7 80A D －793A D （10 ．9％）

8 03A D －871A D （57 ．3％）

7 19A D －743A D （4 ．1％）

7 69A D －894A D （91 ．3％）

IA A A －80 852 ＞ 53 ，8 60 ＜ 0 ．12 ＞ 53，85 6

IA A A －80 853 2 ，130 ±30 76 ．74 ±0．27 2，02 9 ±2 9
8 6B C －80B C （3 ．7 ％）

54 B C －19A D （64 ．5 ％）

15 5B C －139B C （2 ．1％）

112B C －53A D （93 ．3％）

IA A A －808 54 1 ，2 90 ±30 85 ．14 ±0．28 1，268 ±27
68 9A D －730A D （38 ．1％）

73 6A D －7 72A D （30．1％）

6 66A D －783A D （92 ．3 ％）

7 90A D －810A D （3．1％）

IA A A －808 55 ＞ 53，90 0 ＜ 0．12 ＞53 ，902

IA A A －808 56 2，28 0 ±3 0 75．31 ±0 ．27 2 ，239 ±29
380B C －3 54B C （20 ．1％）

292B C －2 31B C （48 ．1％）

390B C －34 6B C （26 ．3％）

322B C －2 06B C （69 ．1％）

IA A A －808 57 1，24 0 ±3 0 85．65 ±0 ．27 1，333 ±26 655 A D －68 8A D （68．2 ％）
648 A D －7 14A D （82．2 ％）

74 5A D －7 68A D （13．2 ％）

IA A A －808 58 10，50 0 ± 50 27 ．0 6 ±0 ．15 10，474 ±46 －

10676B C －10493B C （55．8％）

10466B C －10430B C （10．4％）

10311B C －10301B C （10．4％）

10717B C －10284B C （92．5％）

10256B C －10216B C （2．9％）

［参考値］

参考文献

StuiverM．andPolashH．A．1977Discussion：Reportingof14Cdata，Radiocarbon19，355－363

BronkRamseyC．1995Radiocarboncalibrationandanalysisofstratigraphy：theOxCalProgram，Radio

α描短沼37（2），425－430

BronkRamseyC．2001DevelopmentoftheRadiocarbonProgramOxCal，Radiocarbon43（2A），355－363

BronkRamseyC．，VanderPlichtJ．andWeningerB．2001‘wiggleMatChing’radiocarbondates，

月仇あC協。元昭43（2A），38ト389

Reimer，P．J．etal．2004IntcalO4terrestrialradiocarbonagecalibration，0－26calkyrBP，RadiocaTbon

46，1029－1058
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3．坂元遺跡Ⅱ出土弥生土器および埴輪の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

矢作　健二・石岡　智武

はじめに

加古川市に所在する坂元遺跡Ⅱは、播磨平野東部を流れる加古川の下流域左岸に広がる「いなみの台

地」の西端部付近に位置する。太田ほか編（2004）に掲載されたいなみの台地の地形面区分によれば、坂

元遺跡の位置する台地は、いなみの台地の中でも最も低位の段丘群であり、約10万年前に形成された野

口面に相当する。これまでの発掘調査により、弥生時代、古墳時代、奈良時代および中世までの各時期

におよぶ墓や住居跡などの遺構が広い範囲で確認されており、各時期を示す土器などの遺物も多く出土

している。特に古墳時代では、埴輪窯とされる遺構が検出され、その灰原からは埴輪が多く出土している。

本報告では、坂元遺跡Ⅱから出土した、弥生土器および埴輪について、その材質（胎土）の特性を明ら

かにすることにより、その由来する地域性や弥生土器と埴輪との間での胎土の類似性あるいは異質性を

見出し、坂元遺跡の弥生土器や埴輪の製作事情に関わる資料を作成する。

1．試料

試料は、坂元遺跡Ⅱから出土した弥生土器片12点と埴輪片14点の合計26点である。弥生土器試料は、

弥生時代中期の嚢が1点と同時期の壷11点からなる。埴輪は、円筒埴輪が5点、形象埴輪が9点であり、

形象埴輪の中には石見型盾とされた試料が6点ある。また、窯跡灰原から出土した試料が3点、窯跡床

面から出土した試料が4点含まれている。

なお、各試料には1～26までの資料No．が付されている。各試料の資料No．、器形、出土地区、出土

遺構などは一覧表にして第4表に示す。

2．分析方法

当社では、これまでに兵庫県内各地の遺跡より出土した土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方法

を用いてきた。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、各粒度階ごとに

砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における砂

の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことができるために、同一の地質分布範囲内

にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類の

みを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想される、同一の地質分布範囲内で作られ

た土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0．03mmの厚さに研磨して作製した。観

察は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構

成を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて0．5mm間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子

をポイント法により200個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも

計数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の3次元棒グラフ、砂粒の粒径

組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。
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第4表　分析試料一覧および胎土分類

資料

N o．
種別 器形 出土地 区 出土遺構など

報告

N o．
備考

胎土分類

鉱物 ・

岩石組成
粒径組成 砂 量

A l A 2 C m f v f CS I Ⅱ Ⅲ

1 弥生土器 －＝ヒ月互 1区 SX OlO4 128 ●

2 弥生土器 士宝E 1区 SX OlOl 74

3 弥生土器 嚢 1区 SX OlO2 96 ●

4 弥生土器 －＝ヒ宣E 1区 SX OlO3北溝 109

5 弥生土器 士宣E 1区 SK OlOl 65

6 弥生土器 ・＝ヒ互E 13 区 SD 1203 187

7 弥生土器 士宝E 13 区 SD 1203 195

8 弥生土器 士宝E 13 区 SD 1203 19 1

9 弥生土器 －＝ヒ宝E 13 区 SD 1203 186

10 弥生土器 －＝ヒ互E 13 区 SD 1203 188

11 弥生土器 －＝ヒ宝E 14 区 SD 1205 204 ●
1台 弥生土器 ・＝ヒ宝E 17 区 SK 2201 362 ●

13 埴輪 円筒 16 区 SX 1603 ●

14 埴輪 円筒 16 区 SX 1603 ●

15 埴輪 石見型盾 23 区 SX 2302 ●

16 埴 輪 石見型盾 53 区 SX 5305窯跡灰 原

17 埴 輪 馬形 53 区 SX 5305窯跡灰 原 ●

18 埴 輪 円筒 53 区 SX 5305窯跡灰 原

19 埴輪 動物脚 53 区 SX 5305窯跡灰原 ●

20 埴輪 石見型盾 53 区 SX 5305窯跡灰原

21 埴輪 石見型盾 53区 SX 530 5窯跡灰原 円筒 ●

22 埴輪 ． 家形 53区 SX 5305窯跡灰原

23 埴輪 円筒 57区 S K 570 1 淡輪型

24 埴輪 円筒 57区 SK 570 1 淡輪型 ●

25 埴輪 石見型盾 23区横 表採 ■ l

26 埴輪 石見型盾 23区横 表採 ●

A l：岩石片 の種類構成が主にチャートなどの堆積岩類と凝灰岩や流紋岩などの火砕岩類 および花 崗岩類からなる。

A2：岩石片の種類構成はAl類と同様（試料によっては一部認められない）であり、さらに火山ガラスを多く含む。

砂全体の粒径組成においてピークを構成する粒径：C；粗粒砂m；中粒砂璃田粒砂咄極細粒砂cs；粗粒シルト●；第二のピーク

I：砕屑物の割合が15％前後　Ⅱ：砕屑物の割合が20％前後　Ⅲ：砕屑物の割合が25％前後

3．結果

観察結果を第5表、第10図～第16図に示す。鉱物片および岩石片の組成をみると、弥生土器試料間で

は大きく2つに分類され、埴輪試料間ではほぼ1つの組成に収まる結果を示す。これまでに兵庫県下各

地における弥生土器～土師器の胎土分析で認められている鉱物・岩石組成分類と比較し、ここでは、そ

れらを踏襲した分類を示す。

Al類：A類の特徴は、岩石片の種類構成が主にチャートや頁岩、砂岩などの堆積岩類と凝灰岩・流

紋岩などの火砕岩類および花崗岩類などの深成岩類の3者からなることであった。また、試料によって

は珪長岩、脈石英、変質岩、珪化岩なども微量含まれている。この典型的なA類の組成をAl類とした。

Al類は、これまでにも伊丹市小阪田遺跡の弥生土器や坂元遺跡に隣接する加古川市溝之口遺跡の弥生

土器に多く認められている。今回の試料では、弥生土器試料12点の中の5点がAl類に分類され、埴輪

試料は全点がAl類に分類された。

A2類：上述したA類の特徴を有し、かつ、火山ガラス（形態は偏平板状のバブル型が多い）を比較的

多く含む組成をA2類としている。これまでにA2類は、上述した小坂田遺跡の弥生土器や溝之口遺跡

の土師器に認められている。今回の試料では、弥生土器試料の7点がA2類に分類され、埴輪試料には

認められなかった。

胎土中の砂の粒径組成（第14図～第16図）では、弥生土器においては、鉱物・岩石組成とほぼ整合する

傾向を示している。すなわち、Al類の試料は租粧砂または中粒砂をモードとし、A2類の試料は細粒

砂または極細粒砂をモードとしている。これは、A2類の砂の中では細粒～極細粒の火山ガラスが比較

的多く含まれることを反映している。一方、埴輪試料では、中粒砂をモードとする試料が多い傾向が窺

えるが、租粒砂や細粒砂、極細粒砂さらには租粒シルトをモードとする試料もあり、全体的にはばらつ
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第5表　薄片観察結果（1）

資
砂

粒

砂　 粒　 の　 種　 類　 構　 成

ノ∠ゝ

鉱　 物　 片 岩　 石　 片 そ の他

石 カ 斜 角 緑 黒 不 チ 頁 砂 凝 流 安 多 花 珪 斜 千 ホ 脈 変 珪 火 粘 赤 植 植
英 リ 長 閃 廉 雲 透 ヤ 山石 山石 灰 紋 山 結

日日日

崗 長 長 枚 ル 石 質 化 山 土 鉄 物 物

長 石 石 石 母 明 l 山石 lJJ石 LJ」石 LJ」石 U」石 斑

U」

山石 ン 英 山石 山石 ガ 塊 鉱 片 珪

料

N o．
区

分

石 鉱

物

ト °
ー＿－ヽヽ7 －
イ

サ

イ

ト

石
英

類 石 フ

コ二
ル

ス

フ
ス

塊 酸

体

口
計

1

砂

細 礫 0

極 粗粒 砂 0

粗粒 砂 2 3 2 3 2 1 1 1 4

中粒 砂 2 2 2 2 2 1 1 1

細粒 砂 5 1 1 1 2 1 1 1

極 細粒 砂 2 3 1 6

粗 粒 シル ト 2 1 6 9

中粒 シル ト 3 3

基 質
1 6 3

孔 隙 1 2

2

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 3 1 2 2 1 1 1 0

中粒 砂 1 0 3 4 2 1 1 1 1 6 8 1 1 1 4 9

細 粒 砂 1 2 3 5 7 1 6 1 2 1 3 8

極 細 粒 砂 8 2 1 1 1 2

粗 粒 シル ト 6 2 8

中 粒 シル ト 0

基 質 3 4 0

孔 隙
1 7

3

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 1 1 1 3

中粒 砂 1 1 2 1 1 2 1 4 1 3

細 粒 砂 7 1 1 2 1 1

極 細 粒 砂 1 0 1 9 1 1 3 2 5

粗 粒 シル ト 9 1 1 3 2 3

中 粒 シル ト 5 2 7

基 質 3 8 4

孔 隙
1 5

4

砂

細 磯 0

極 粗 粒 砂 1 1 2

粗 粒 砂 1 1 2 4

中粒 砂 9 2 4 1 3 4 2 3

細 粒 砂 2 1 1 7 2 1 6 1 1 4 9

極 細 粒 砂 3 1 1 1 4 1 3 3 5 3

粗 粒 シル ト 18 2 1 1 1 3 2

中粒 シ ル ト 2 3 5

基 質
6 3 7

孔 隙 3 5

5

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 1 1 2

中粒 砂 1 1

細粒 砂 4 2 12 1 2 1 6 2 8

極 細 粒 砂 1 2 5 6 2 3

粗 粒 シ ル ト 4 1 4 1 10

中粒 シ ル ト 1 1

基 質 3 13

孔 隙
14

6

砂

細礫 0

極 粗粒 砂 2 1 3

粗粒 砂 1 6 3 1 6 2 9 3 1 2 2 4 5

中粒 砂 8 1 1 1 1 4 1 3 2 2 2

細粒 砂 7 1 1 1 2 1 13

極 細粒 砂 9 1 1 1 1

粗 粒 シル ト 5 1 4 10

中粒 シル ト 1 1 2

基 質 3 1 0

孔 隙
1 4
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第5表　薄片観察結果（2）

資
砂

粒

砂 粒　 の　 種　 類　 構　 成

∠ゝ

鉱　 物　 片 岩　 石　 片 そ の他

石 カ 斜 角 緑 黒 不 チ 頁 砂 凝 流 安 多 花 珪 斜 千 ホ 脈 変 珪 火 粘 赤 植 植

英 リ 長 閃 廉 雲 透 ヤ 山石 山石 灰 紋 山 結

日日日

崗 長 長 枚 ル 石 質 化 山 土 鉄 物 物

長 石 石 石 母 明 ［ 1＿勾石 山石 山石 山石 岩 斑

山

山石 ン 英 山石 山石 ガ 塊 鉱 片 珪

料

N o．
区

分

石 鉱

物

ト
＿．＿．オフ‾
イ

サ

イ

ト

石

英

類 石 フ

コ二
ル

ス

フ
ス

塊 酸

体

口
計

7

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 3 1 1 5

中粒 砂 2 4 6

細 粒 砂 4 1 1 2 3 2 1 3

極 細 粒 砂 8 3 1 1 1 1 4

粗 粒 シル ト 7 2 1 1 0

中粒 シル ト 0

基 質 1 7 3

孔 隙 6

8

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 1 1

中粒 砂 2 2 3 7

細 粒 砂 6 7 14 2 7

極 細 粒 砂 3 5 1 13 1 2 3

粗 粒 シル ト 2 7 5 1 1 5

中 粒 シル ト 1 2 3

基 質 3 0 0

孔 隙 1 5

9

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 1 2 3

粗 粒 砂 9 5 4 2 1 1 2 2

中粒 砂 8 1 6 2 6 1 2 1 2 7

細 粒 砂 7 2 1 4 2 1 12 2 9

極 細 粒 砂 3 2 2 6 13

粗 粒 シル ト 2 2

中粒 シル ト 0

基 質 3 3 1

孔 隙 13

1 0

砂

細礫 0

極 粗 粒 砂 1 1

粗粒 砂 1 1 2

中粒 砂 7 1 1 3 ，6 18

細粒 砂 1 1 2 6 2 1 3 2 0 4 5

極 細粒 砂 14 2 4 1 1 3 3 4

粗 粒 シル ト 4 2 3 1 10

中粒 シル ト 3 3

基 質 3 6 3

孔 隙 13

1 1

砂

細礫 0

極 粗粒 砂 1 1 2

粗 粒 砂 9 1 3 2 5 2 2 1 1 1 1 1 2 9

中粒 砂 9 1 2 3 1 6 3 3 2 3 0

細粒 砂 5 1 1 7

極 細 粒 砂 6 5 1 12

粗 粒 シル ト 5 4 9

中粒 シル ト 1 1

基 質 2 4 0

孔 隙 9

12

砂

細礫 0

極 粗 粒 砂 1 1

粗粒 砂 6 1 1 5 2 2 1 1 1 1 2 1

中粒 砂 4 1 2 2 2 3 2 1 1 18

細粒 砂 12 3 5 2 1 1 5 2 3 2 3 6

極 細粒 砂 15 1 8 2 1 1 2 8

粗 粒 シ ル ト 7 1 5 1 14

中粒 シ ル ト 1 1

基 質 3 2 3

孔 隙 13
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第5表　薄片観察結果（3）

資
砂

粒

砂　 粒　 の　 種　 類　 構　 成

．∠ゝ

鉱　 物　 片 岩　 石　 片 そ の他

石 カ 斜 角 緑 黒 不 チ 貢 砂 凝 流 安 多 花 珪 斜 千 ホ 脈 変 珪 火 粘 赤 植 植

英 リ 長 閃 廉 雲 透 ヤ 山石 l＿⊥J石 灰 紋 山 結

日
日日

崗 長 長 枚 ル 石 質 化 山 土 鉄 物 物
長 石 石 石 母 明 l L⊥J

石
山
石

山
石

山
石

山
石

斑

LJ」

山
石 ン 英 山石 l．J」石 ガ 塊 鉱 片 珪

料

N o．
区

分

石 鉱

物

ト °
＿．－寸7－
イ

サ

イ

ト

石

英

類 石 フ

エ

ル

ス

フ

ス
塊 酸

体

口
計

1 3

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 6 2 1 2 1 1 2

中粒 砂 7 2 3 1 6 1 1 2 1

細 粒 砂 5 4 1 1 1 1 2

極 細 粒 砂 14 1 5 3 1 2 4

粗粒 シル ト 3 1 1 0 1 4

中粒 シル ト 1 1

基 質 4 4 2

孔 隙 5 4

1 4

砂

細 礫 1 1

極 粗 粒 砂 2 1 3

粗 粒 砂 3 1 1 4 3 1 1 5 1 9

中 粒 砂 6 1 1 1 3 1 1 2 2 1 8

細 粒 砂 7 2 1 1 1 4 1 6

極 細 粒 砂 13 2 7 1 1 1 2 5

粗 粒 シ ル ト 2 0 2 13 1 3 6

中粒 シ ル ト 6 4 1 0

基 質 5 64

孔 隙 14

15

砂

細 礫 1 1

極 粗 粒 砂 3 1 3 1 2 4 3 1 7

粗 粒 砂 7 1 1 3 2 1 10 4 4 7 1 8 7 5 6

中 粒 砂 8 1 1 2 2 1 3 3 7 1 2 9

細 粒 砂 14 3 3 2 1 1 1 2 1 2 3 9

極 細 粒 砂 16 2 5 1 3 2 7

粗粒 シル ト 13 3 1 1 7

中粒 シル ト 3 1 4

基 質
7 5 6

孔 隙 1 3

1 6

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 1 1 2

粗 粒 砂 5 1 3 1 10

中 粒 砂 1 1 2 3 2 1 1 1 2 1

細 粒 砂 16 2 3 1 1 5 2 8

極 細 粒 砂 1 8 1 2 1 1 2 2 5

粗 粒 シ ル ト 1 3 1 2 1 1 18

中粒 シル ト 8 2 10

基 質 6 5 1

孔 隙
2 0

1 7

砂

細礫 0

極 粗 粒 砂 1 1 1 3

粗 粒 砂 9 1 3 9 1 1 1 3 2 1 1 5 4 6

中粒 砂 1 3 2 8 3 1 1 8 1 3 2 5 1

細 粒 砂 6 2 1 3 1 1 3 1 7

極 細 粒 砂 1 5 2 1 1 8

粗 粒 シル ト 3 3 6

中粒 シル ト 1 1

基 質 5 6 8

孔 隙 3 1

1 8

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 3 1 1 1 1 2 4 1 3

中粒 砂 8 2 5 2 1 4 1 2 3

細 粒 砂 1 4 3 4 1 1 3 1 2 7

極 細 粒 砂 2 4 4 4 1 2 4 3 9

粗 粒 シル ト 1 4 1 6 2 1

中粒 シル ト 8 1 9

基 質 7 1 0

孔 隙 2 4

－123－



第5表　薄片観察結果（4）

資
砂

粒

砂　 粒　 の　 種　 類　 構　 成

．∠ゝ

鉱　 物　 片 岩　 石　 片 その 他

石 カ 斜 角 緑 黒 不 チ 頁 砂 凝 流 安 多 花 珪 斜 千 ホ 脈 変 珪 火 粘 赤 植 植

英 リ 長 閃 廉 雲 透 ヤ lJ」
石

I＿⊥J
石 灰 紋 山 結

日日日

崗 長 長 枚 ル 石 質 化 山 土 鉄 物 物

長 石 石 石 母 明 1 lJ」石 山石 山石 山石 山石 斑

l＿⊥」

U」石 ン′ 英 山石 U」石 ガ 塊 鉱 片 珪

料

N o．
区

分

石 鉱

物

ト
－やフ‾
イ

サ

イ

ト

石

英

類 石 フ

エ

ル

ス

フ
ス

塊 酸

体

口
計

19

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 1 1

粗 粒 砂 6 2 3 3 1 1 1 1 7

中 粒 砂 8 1 2 1 1 1 3

細 粒 砂 1 3 1 2 1 2 1 2 0

極 細 粒 砂 1 3 4 1 3 1 2 2

粗粒 シル ト 2 1 2 1 6

中粒 シル ト 3 3

基 質 3 1 3

孔 隙 1 8

2 0

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 1 1

粗 粒 砂 12 1 1 4 1 1 9

中 粒 砂 2 2 2 1 9 3 2 7 2 4 8

細 粒 砂 16 3 2 3 2 8 2 3 6

極 細 粒 砂 16 3 1 9

粗 粒 シル ト 12 3 1 5

中粒 シル ト 1 1 1 3

基 質 5 16

孔 隙 1 3

2 1

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 2 1 1 2 6

中 粒 砂 6 1 2 1 2 12

細 粒 砂 8 2 1 1 1 2

極 細 粒 砂 4 1 1 6

粗粒 シル ト 6 4 1 0

中粒 シル ト 2 2 1 5

基 質 2 5 5

孔 隙 3

2 2

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 8 2 3 1 5 3 5 1 1 3 1 3 3

中粒 砂 1 6 1 6 3 3 2 4 3 3 8

細 粒 砂 6 2 2 2 1 3 1 6

極 細 粒 砂 9 5 1 1 5

粗 粒 シル ト 3 4 1 8

中 粒 シル ト 1 1 2

基 質 4 0 0

孔 隙 1 1

2 3

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 0

粗 粒 砂 4 1 1 1 1 2 1 1 1

中粒 砂 1 1 1 4 1 5 1 2 3

細 粒 砂 3 1 4

極 細 粒 砂 6 6

粗粒 シル ト 6 1 7

中粒 シル ト 0

基 質 2 2 2

孔 隙 2 0

2 4

砂

細 礫 0

極 粗 粒 砂 1 1 2

粗 粒 砂 5 1 1 1 1 1 1 0

中粒 砂 1 0 1 3 3 1 4 1 2 3

細 粒 砂 9 2 4 1 1 6

極 細 粒 砂 14 1 1 1 1 7

粗 粒 シル ト 9 2 I l

中粒 シル ト 1 1 2

基 質 3 2 9

孔 隙 1 1
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第5表　薄片観察結果（5）
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口
計

2 5

砂

細礫 1 1 2

極 粗 粒 砂 2 1 2 5 1 4 15

粗 粒 砂 7 2 4 1 1 5 4 3 4 2 3 3

中粒 砂 3 3 8 3 1 6 1 1 2 6

細 粒 砂 1 6 1 2 2 9 3 3 3

極 細 粒 砂 9 1 1 2 13

粗 粒 シル ト 1 3 4 1 18

中粒 シル ト 7 1 8

基 質 5 5 0

孔 隙 2 9

2 6

砂

細 礫 1 1

極 粗 粒 砂 2 3 1 2 1 3 1 2

粗 粒 砂 7 1 8 3 1 1 1 4 2 4 3 2

中粒 砂 1 1 2 1 1 3 1 4 3 6 2 1 1 3 6

細 粒 砂 6 1 2 1 2 5 1 1 1 9

極 細 粒 砂 2 0 5 1 1 1 2 8

粗 粒 シル ト 1 6 7 2 3

中 粒 シル ト 8 1 9

基 質 5 8 4

孔 隙 2 2

資料No．1（弥生土器　壷）

資料No．2（弥生土器壷）

資料No．3（弥生土器　嚢）

資料No．4（弥生土器　壷）

資料No．5（弥生土器壷）

資料No．6（弥生土器　壷）

資料No．7（弥生土器　壷）

資料No．8（弥生土器　壷）

資料No．9（弥生土器壷）

資料No．10（弥生土器　壷）

資料No．11（弥生土器　壷）

資料No．12（弥生土器壷）

資料No．13（埴輪　円筒）

資料No．14（埴輪　円筒）

資料No．15（埴輪　石見型盾）

資料No．16（埴輪　石見型盾）

資料No．17（埴輪　馬形）

資料No．18（埴輪　円筒）

資料No．19（埴輪　動物脚）

資料No．20（埴輪　石見型盾）

資料No．21（埴輪　石見型盾）

資料No．22（埴輪　家形）

資料No．23（埴輪　円筒）

資料No．24（埴輪　円筒）

資料No．25（埴輪石見型盾）

資料No．26（埴輪　石見型盾）

■砕屑物　口基質　田孔隙

第10図　砕屑物・基質・孔隙の割合
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第11図　各牡鹿階における鉱物・岩石出現頻度（％）（1）
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第12図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（％）（2）
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資料No．24　埴輪　円筒

25．0

20．0
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5．0

資料No．26　埴輪石見型盾

第13図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（％）（3）

いた印象が感じられる。器形別にみた場合、円筒埴輪は、中粧砂をモードとする試料と細粒砂以下をモー

ドとする試料とに分かれ、石見型盾の場合は、中粒砂をモードとする試料と租粒砂をモードとする試料

とに分かれる。

各試料の砕屑物・基質・孔隙の割合（第10図）をみると、砕屑物の割合が20％前後の試料が多く、26点

中半数の13点を占める。残り13点は、砕屑物15％前後に7点、砕屑物25％前後に6点とほぼ二分される。

ここでは、砕屑物が少ない順にI、Ⅱ、Ⅲ類とした。種別にみると、弥生土器試料で最も多いのはⅢ類

であり、Ⅲ類の全点が弥生土器試料である。次いでⅡ類が4点、I類は2点である。埴輪試料では、Ⅲ

類がなく、Ⅱ類が9点と多く、I類は5点である。

以上述べた試料の胎土分類をまとめて第4表に併記する。

4．考察

今回の試料の胎土に認められたAl類とA2類の鉱物片・岩石片の組成は、隣接する溝之口遺跡から

出土した弥生土器および土師器の胎土と同様である。矢作・石岡（2006）による分析結果では、溝之口遺

跡から出土した弥生時代後期とされた弥生土器の賓・壷・高杯およびイイダコ壷までいずれもAl類に
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第14図　胎土中の砂の粒径組成（1）
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第15図　胎土中の砂の粒径組成（2）
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第16図　胎土中の砂の粒径組成（3）

分類され、古墳時代中期とされた土師器の嚢と高杯はA2類に分類された。同報告では、A類の由来す

る地質として、猪木（1981）、日本の地質「近畿地方」編集委員会編（1987）および尾崎ほか（1995）などの記

載から、加古川流域に分布する地質であると考えた。すなわち、加古川下流域から中流域の左岸側に分

布する台地や丘陵を構成する鮮新世～更新世の湖成・河成堆積物である大阪層群、右岸側に分布する山

地を構成する流紋岩やデイサイト質の溶岩および火砕岩（凝灰岩）からなる相生層群および相生層群に観

入する播磨花崗岩類、さらには加古川上流域の山地を構成するチャート・砂岩・頁岩からなる丹波帯の

以上新旧取り混ぜた各地質が混在する加古川下流域の堆積物の砕屑物の鉱物片・岩石片組成が、A類に

は反映されていると考えられた。坂元遺跡も溝之口遺跡とは同様の地質学的背景にあることから、坂元

遺跡から出土した弥生土器および埴輪は、いずれも遺跡周辺城に分布する粘土や砂が材料として使用さ

れている可能性が高い。

なお、今回のA2類に分類された試料における砂分中の火山ガラスの割合が比較的高いことから、お

そらく、大阪層群からなる段丘や丘陵の崖面などに露出した火山灰層が意識的に選択された可能性があ

る。坂元遺跡より上流の加古川右岸に位置する都台の露頭では、厚さ10～25cmのバブル型火山ガラス
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を主とする火山灰層が確認されており（佐藤ほか，1999）、このような露頭があれば火山灰層を採取する

ことは可能である。現時点では、今回のA2類の試料の火山ガラスの採取地を特定することはできない

が、今後、播磨平野東部地域におけるA2類の分布を蓄積することにより、A2類の由来する地域をよ

り詳細に推定することが可能になることが期待される。

また、今回の分析では、弥生土器試料ではA2類の方がAl類よりも多く、それに対して埴輪試料に

はA2類は認められなかった。さらに、溝之口遺跡では、弥生土器試料は全てAl類、土師器試料は多

くがA2類という結果もある。このような状況は、Al類とA2類の違いは決して偶然ではなく、何ら

かの事情の違いを示唆している可能性がある。ここで、溝之口遺跡の弥生土器の胎土の砂粒の粒径組成

をみると、細粒砂または極細粒砂をモードとしており、今回の坂元遺跡の弥生土器のAl類の試料が租

粒砂または中粒砂をモードとしている結果とは異なっている。さらに、砕屑物の割合も、溝之口遺跡の

弥生土器は30％を超えており、坂元遺跡の弥生土器よりも高い傾向が明瞭である。一方、A2類の溝之

口遺跡出土土師器の胎土の粒径組成は、租粒砂や中粒砂をモードとするものがあり、坂元遺跡のA2類

の弥生土器とは異なる傾向を示す。これだけの例ではあるが、互いに近接する溝之口遺跡と坂元遺跡で

はあるが、両遺跡の弥生土器は、地質学的に共通する材料を使用していても、両遺跡間でそれらが交換

されるということはおそらく稀であったと考えられる。

Al類とA2類の違いという問題に戻るならば、上述の溝之口遺跡と坂元遺跡との比較から、粒径組

成や砕屑物の割合と必ずしも整合するものではないと考えられる。この場合、Al類とA2類の違いは、

素地土の可塑性や粘性、乾き具合の速さなど物理的な性質の違いには連動していない可能性がある。す

なわち、Al類とA2類の背景にあると考えられる様々な事情の違いのうち、物理的な材質による使い

分けという可能性はやや低くなる。使い分けではない場合に考えられることとして、製作者の違いとい

う可能性がある。坂元遺跡の弥生土器の場合、Al類の土を好む製作者とA2類の土を好む製作者とが

いたというような事情も想定できる。A2類の土を好む製作者は、ある場所の火山灰層を取りに行って

いたことも想像される。

いずれにしても、現時点ではまだ想像の城を出ることはなく、少しでも検証を進めるためには、様々

な事例での分析結果を蓄積し、検討していく必要があると考えられる。
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4．和同問称の材質同定

坂元遺跡の確認調査Nd59トレンチから出土した和銅開称は、別府川左岸の段丘直下に立地する低地に

埋蔵されていた。このため良好な遺存状況を示している。保存処理にあたって、事前に保存担当の岡本

が蛍光Ⅹ線分析による材質調査を行った。なお、対比資料として姫路市上原田遺跡（「上原田遺跡調査

概報」『播但連絡有料自動車道建設にかかる埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』兵庫県教育委員会）から出土した和

銅開称の内、1点の分析も行なったため、併せて報告する。

1．試料調査の方法

調査は、兵庫県立考古博物館において行った。試料が小さく表面の風化が進みもろいため、エネルギー

分散型蛍光Ⅹ線分析装置（SPECTRO社製MIDEXM）を用いた非破壊による調査を行った。ターゲット

はモリブデン（Mo）、管電圧45kv、管電流0．25mA、測定時間300sec、コリメーターは1mmを使用し大

気圧中で測定した。

坂元遺跡の試料の全体的な表面の色調は、線黒色を呈し良好な状態である。顕微鏡で見ると一部に調

査時の擦痕が見られ、赤銅色を呈している。測定個所は、坂元遺跡は第17図、上原田遺跡は第18図の様

に比較的風化の進んでいない部分2箇所を選び、分析を行なった。

2．坂元遺跡の出土和同開称の分析結果

今回の分析した2箇所の結果は差異がほとんど認められなかったが、個々の形状の違いを少なくする

ため裏面の①を代表として第6表のデータと第19図の分析スペクトルを提示する。分析試料からはCu

（銅）・Sn（錫）・Pb（鉛）以外にFe（鉄）・Ag（銀）・Sb（アンチモン）・As（批素）等が検出された。分析値

はAg以下については微量なので計算しない。Cu：Sn：Pb：Feの4元素の数値は75％：7％：18％：

0．4％である。Sn／Cuは0．09、Pb／Cuは0．24であり、「鉛系」の新和同銭である。

3．上原田遺跡の出土和同開称の分析結果

今回の分析した2箇所の結果は差異がほとんど認められなかったが、風化が少ない表面の③を代表と

して第6表のデータと第20図の分析スペクトルを提示する。分析試料からはCu（銅）・Sn（錫）・Pb（鉛）

以外にFe（鉄）・Ag（銀）・Sb（アンチモン）・As（枇素）等が検出された。分析値はAg以下については

微量なので計算しない。Cu：Sn：Pb：Feの4元素の数値は63．5％：8．5％：25％：3％である。Sn／Cu

は0．13、Pb／Cuは0．39であり、「鉛系」の新和同銭である。

4．まとめ

遺存状況が良好な坂元遺跡出土の和同開称に比べて上原田遺跡の和同開称はCuの含有量が少なく、

Sn・Pbの含有量が高いのは、風化に伴い酸化物となったときにCuよりSn・Pbの酸化物の方が比較

的残存しやすいためと考えられる。

Feについては、試料が埋蔵されていた周囲の土の中に含まれていたものが試料中に取り込まれ検出

されたものと考えられる。AgとAsは、今回の分析値を見る限りでは非常に微量であるためCuやPb

鉱石の不純物として混入したものと見られる。Sbは、最近、奈良の飛鳥池遺跡の富本銭や和同開称に

意図的にSnの代用として混入されていたとして注目されているが、今回の試料の場合は意図的なもの

ではなく不純物として混入したものと思われる。
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第17図　坂元遺跡出土和同開珠全体像と測定箇所　第18図　上原田遺跡出土和同開珠全体像と測定箇所

第6表　和同開称測定表

坂元 遺跡 011 上 原 田遺 跡 111

Z S y m b o l E lem en t C on ce ntration A b s．E rror C on cen tratio n A b s．E rro r

22 T i T itan iu m 0 ．084 7％ 0 ．0077 ％ 0 ．2 310％ 0．0 100％

23 Ⅴ V an ad iu m ＜ 0 ．008 1％ （0．0 043）％ 0 ．0 365 ％ 0．00 41％

24 C r C h rom ium ＜ 0 ．003 1％ （0．0）％ ＜ 0 ．0 034 ％ （0 ．0）％

25 M n M an g an ese 0 ．015 1％ 0 ．0017 ％ 0 ．0 776 ％ 0．00 24％

26 F e Iron 0 ．37 17％ 0 ．0038 ％ 2 ．996 ％ 0 ．0 10％

27 C o C o balt 0 ．096 1％ 0 ．001 5％ 0 ．0587 ％ 0 ．0 017％

28 N i N ick el 0 ．0059 1％ 0 ．0002 1％ ＜ 0 ．0026 ％ （0 ．0）％

29 C u C op p er 74 ．11％ 0．0 6％ 62．82 ％ 0 ．05 ％

30 Z n Z in ic ＜ 0．00 51％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0049 ％ （0 ．0）％

31 G a G allin m ＜ 0．00 34％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0054 ％ （0．0）％

33 A s A rsenic 0．0 128 4％ 0 ．0％ 0．0215 7％ 0．0 ％

39 Y Y ttriu m ＜ 0．00 20％ （0 ．0 ）％ ＜ 0 ．003 9％ （0．0）％

40 Z r Z ircon iu m ＜ 0 ．0 50％ （0．0 ）％ ＜ 0．050 ％ （0．0）％

41 N b N io biu m 0．040 55％ 0 ．0008 8％ 0 ．1540 ％ 0 ．0024 ％

42 M o M oly b d en u m ＜ 0 ．30％ （0．0 ）％ ＜ 0．30 ％ （0．0）％

45 R h R h odiu m 0．00 20％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0020 ％ （0．0）％

46 P d P alla diu m 0．008 4％ 0 ．003 4％ ＜ 0 ．007 5％ （0．0）％

47 A g S ilv er 0．22 35％ 0 ．005 8％ 0 ．3558 ％ 0 ．0074 ％

48 C d C a dm iu m ＜ 0．008 9％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0100 ％ （0．0）％

49 In In d iu m ＜ 0．0 11％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．012 ％ （0．00 64）％

50 S n T in 6．9 37％ 0．02 7％ 8 ．446 ％ 0 ．03 1％

51 S b A ntim on y 0．26 67％ 0 ．009 3％ 0 ．18 1％ 0 ．011 ％

73 T a T an talu m ＜ 0．00 10％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0 010 ％ （0 ．0）％

74 W T u n gsten ＜ 0．02 5％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．025 ％ （0 ．0）％

75 R e R h enium ＜ 0．00 10％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0 010 ％ （0 ．0）％

77 Ir Irid ium ＜ 0．00 10％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．0 010 ％ （0 ．0）％

78 P t P latin um ＜ 0．0 20％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．020 ％ （0 ．0）％

79 A u G old ＜ 0．0 20％ （0．0 ）％ ＜ 0 ．020 ％ （0 ．0）％

82 P b L ea d 17 ．8 2％ 0．0 3％ 24 ．6 1％ 0 ．04 ％
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Ⅵ　まとめ

1．弥生時代

当遺跡における弥生時代の遺構と遺物は中期を中心とし、一部後期におよぶ。中でも1区、12区、37

区からはまとまった形で中期の土器が出土しており、それらの概要を述べた後、弥生時代における坂元

遺跡の変遷にもふれてみたい。

出土土器の分類については、出土量の多い壷類を中心とした一覧を第22図に示した。篠官民による分

類（1）に準拠しているが、一部簡略化したところや、1区・12区・37区以外から出土したものについては

紙幅の都合もあり図示できていない点があることを最初にお断りしておく。

広口壷は口頚部が大きく広がる壷で、いくつものバリエーションがある。ここでは口緑内部に突帯を

持つものを口線内突帯広口壷、体部最大径をしのぐ口緑部径を持つものを大型広口壷、口頚部が太く外

反するものを太頸広口壷とした。直口壷は口頚部が直立し、縦長の体部を持つものである。短頸壷は外

傾する口縁部と直立するごく短い頚部が細長い体部に付くものと、直立する短い口頚部と胴の張る体部

を持つものがある。大型短頚壷は外傾する口縁部を持ち、頚部に突帯を付加する。柵頸壷は直立した細

い口頚部と扁平な体部を持つものである。水差は直立する口緑部を持つ短頸壷に把手と脚台がつくもの

である。無頸壷は頚部を持たない壷で、脚台を伴うものといわゆるタコツボ形のものも含めている。高

杯は口縁が水平に張り出す水平口禄高杯と椀形の杯部を持つ椀形高杯がある。この他にも嚢、鉢も出土

しているが、各地区の概要の中で触れていきたい。なお、12区出土土器に関しては、友久の素描を元に

しているが、最終的な文責は銭にある。

1区出土土器

この地区の出土土器は、方形周溝墓の可能性を持つ溝の出土資料を含めて、約80個体を図示している。

ほとんどのものに焼成後穿孔があり、供献土器と考えている。以下、器種ごとに特徴を見ていきたい。

広口壷に分類できるものが全体の3割を占める。その中でも口縁部・体部上半に櫛措き文・浮文を多

用し、体部の張るものが優位を占める。これらは口緑部に凹線を施すと共に頚部にも突帯に代わって凹

線を加えている。また、口線内突帯を持つものは2点と少なく、このうち94は頚部に突帯が残存し、口

縁端部の拡張もなく、古い要素を残す。加飾された広口壷以外にもプロポーションは同じであるが体部

の文様が欠落する、あるいは刺突文だけを施すものが少量認められるが、これらについても口縁部には

凹線の上から浮文を付加している。太頸広口壷は3点確認された。頚部から体部にかけての形態に変化

はあるものの、文様には加飾広口壷と同じく櫛措き文と浮文を用いる。

直口壷は6点確認した。うち4点は口緑部直下に複数条の凹線をめぐらせるだけの簡素な形態であ

る。残りの2点はいずれも特異な形態である。126は口緑部・頚部に突帯を付加し、櫛措き文で飾り、

体部も横に張り出すものである。128は口緑部に刻み目と突帯、頚部から体部に櫛措直線文のみを施し、

頚部と体部の境界がやや不明瞭である。短頸壷は口緑が直立する形態のものが2点確認された。うち1

点はミニチュアともいうべき小型のもの、1点は口頚部全体に凹線をめぐらせ体部上半を櫛措き文で飾

るものである。細頸壷は4点確認された。口緑部に凹線をめぐらせ、頚部から体部上半にかけて櫛措き

文・浮文で加飾するものである。ただ、80については口頚部のみの破片であるが、頚部には凹線以外の

文様は認められず、肩部にも文様はないようである。無頚壷は5点で、形態の変化に富む。タコツボ形
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のもの2点、算盤玉状の体部を持つもの、口縁が内側に折れ脚台を持つもの、口緑に把手状の突起が付

くものがある。水差は4点あり、基本的には口緑部の凹線以外の文様を持たないが、129は櫛措き文と

突帯を付加し、149は刺突文を施している。高杯は口縁部が残存する3点を含め、5点出土しており、

水平口緑高杯と椀形高杯の双方が認められる。水平口緑高杯については、口縁端部の垂下がかなり進ん

でいる。嚢は12点で器種別では広口壷に次いで出土している。口緑端部をつまみ上げ、外面調整がパケ

のものとヘラミガキのものがある。この他には分類では示していないが、くの字口緑の鉢が1点認めら

れる。これらの土器は、広口壷の口縁部だけではなく、頚部にも凹線文が採用される事をはじめとして、

すべての器種で凹線が採用される点、壷類の体部が算盤玉状を呈する点、水差が出現している点、水平

口禄高杯の端部が垂下する点からみて、東播磨Ⅳ一3期を中心とする時期のものと考えられる。

12区出土土器

この地区の出土土器は27点を図示している。1区と同様方形周溝墓の供献土器である。

広口壷に分類されるものは全体の1／3近くにおよび、優位を占めているのは口緑・体部上半に櫛描き

文・浮文等による多くの加飾を施し体部が算盤玉形に張るものである。いずれも、口縁端面には凹線文

が、頚部には断面三角形突帯が2～3条めぐらされる。加飾は口緑内面にも及び、波状文・扇形文が施

され、2帯が組み合わされているものもある。同時期の西播磨で優勢な壷には口線内突帯が残るが、こ

こでは1点に見られるのみで、複数苛めぐるものも見られない。櫛播きによる加飾を持たない広口壷は

3点見られ、そのうち大型の194は体部最大径を凌ぐ大きな口緑部を持ち、頚部に指頭庄痕文突帯がめ

ぐる。上記分類では大型広口壷としたが、系統や券種の内容には再考の余地がある。また、比較的短い

口頚部を持つ2点には櫛状工具による刺突文がめぐらされるが、口緑部への凹線文は施されない。太頸

広口壷は1点見られ、加飾手法・文様構成は加飾広口壷と同様である。口緑内面は無文である。

直口壷は口緑部に凹線文、刻み目をめぐらせるものがある。190では口縁の一部に挟りが入り、その

直下に2個1対の小円孔が穿たれている。頚部に刺突文がめぐる。

短頚壷では、口縁端部に斜行文、頚部に指頭圧痕突帯をめぐら

せ、大型短頚壷を小型化したような212、口頚部の短い直口壷と

もみえる193の他、短い口緑部が屈曲して開き、体部上半に櫛状

工具による刺突文が2段にめぐらされる200がある。これには中

部瀬戸内地域に類似例が認められる（2）。

柵頸壷も櫛措きによる直線文・波状文・円形浮文による加飾が

頚部および体部に施されたもので、加飾広口壷に準ずる供献品で

あろう。無頚壷には複数の形態が認められる。195は深いカップ

状の体部に高い脚が付き、ヘラミガキで丁寧に仕上げられ赤色化

粧土が塗布される。この時期の中部瀬戸内地方で見られるタイプ

の台付鉢に類似する（3）。215は口緑部直下に突帯がめぐり、注ぎ 第21図　SD1203出土土器

口の剥離痕が残る。201は深いコップ状で、いわゆるイイダコ壷であろうと思われる。高杯は水平口緑

の端部を程度の差はあれ下方に垂下させ、脚柱部中位に沈線がめぐらされる。杯部底の充填された円盤

の中央に焼成後穿孔が穿たれる。嚢はくの字口緑で、端部を上方へ引き上げている。これらの土器につ

いては、壷の口緑部に凹線文が採用されるものの、頚部には断面三角形突帯が残ること、口緑部に突帯

をめぐらせる無頚壷が残る点、水平口緑高杯で端部の垂下に長短がある点、水差が出現していない点か
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第22図　弥生土器分類
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らみて東播磨Ⅳ－2期にあたると考えられる。

37区・38区出土土器

37区のSD3704では多数の土器が廃棄されていた。図示できたのは20点である。広口壷が1／3を占め、

うち半数に口線内突帯があり、二重に突帯を巡らせるものもある。口縁端面は拡張されておらず、凹線

ではなく刻み目を施す。頚部には断面三角形突帯が付加されている。全体の判明する良好な資料がない

ため、体部の加飾状況は不明瞭であるが、966やSK3809出土の944からみて、櫛措きによる複数の文様

で加飾されていたと思われる。壷類では他にも数は少ないものの、断面三角形突帯を巡らせる直口壷や、

口緑端部に斜格子文を施した無頸壷があり、頚部に指頭庄痕突帯を巡らせた大型短頸壷が出土してい

る。高杯は水平口禄高杯であり、口緑端部の垂下はなく、端面に刻み目を施している。また、958につ

いては脚柱部に断面三角形突帯を加える。嚢はくの字口緑葉で、端部の引き上げがあるものと無いもの

がある。956のようにかなり胴部が膨らむものについては無頸壷とした方がよいかもしれない。

これらの土器は壷に凹線の採用が無く、頚部の加飾が断面三角形突帯である事、大型短頚壷の存在、

水平口禄高杯の形態から見て、本文中でも触れたとおり、東播磨Ⅲ－2期にあたると考えられる。

他の地区出土土器

他の地区で出土している弥生土器についてもごく簡単に述べる。22区のSK2201でⅣ期の直口壷、25

区のSB2502でⅢ期の水平口禄高杯、26区のSX2604でⅢ期の直口壷・広口壷・外反口禄高杯・直口鉢

が出土している。28区のSH2801からはⅢ期の広口壷・くの字口縁嚢・脚台とⅣ期の大型受口壷が出て

いる。SK2801・SK2802でもⅣ期の壷・嚢が出土している。31区ではピットからⅢ期の直口鉢、SK3106・

SK3112・SK3116からⅢ期の口線内突帯広口壷を含む壷や大型短頸壷と無頚壷の中間形態を示すような

壷、外反口禄高杯、SK3103・SK3115からⅣ期の広口壷・くの字口縁嚢が出土している。45区・48区・

50区の溝からはV期後半の土器が出土している。53区のSX5303・SX5304・SX5307からは量は少ない

ものの東播磨Ⅲ－2期と思われる土器群が出土している。広口壷は口縁部に凹線が採用されず、頚部に

は断面三角形突帯が付加されている。特に加飾性の強い1130は、口線内突帯が二重にめぐり、口緑内面

に櫛措きと二種類の浮文、端面に格子文と浮文、頚部に突帯と浮文、体部上半にも三種の櫛措き文と円

形浮文を施している。また、口緑部と頚部に突帯を持つ直口壷1132は1区の128と共通するものがある。

56区のSH5601からは東播磨Ⅴ－4期の直口壷・短頚壷・器台・鉢がまとまって出土している。

以上、坂元遺跡の弥生土器を概観した。結果的に中期はⅢ－2期、Ⅳ－2期、Ⅳ－3期の3段階があ

り、少し断絶があった後、Ⅴ期後半の土器が認められる。Ⅲ－2期に調査地域南西部の段丘上で遺構が

営まれ始める。この段階では住居跡・土坑が確認されている37区南半から31区にかけてが居住域であ

り、その北側に近接して墓城が営まれている。次のⅣ－2期では墓域が12区周辺にも営まれるようにな

り、集落範囲が拡大する。そして、Ⅳ－3期には新たな墓域が白ヶ池川の北側の段丘面に築かれる。た

だ、Ⅳ期の居住域についてはⅢ期のそれと重なる形で想定されるが、Ⅳ期の土坑がⅢ期のものと混在し

て検出されている以外に、それを証明する材料はほとんどない。Ⅴ期前半の断絶のあと、新たな居住域

が57区周辺に営まれると共に、31区周辺でも再び居住が始まるが、遺構や遺物の点から見ると、調査範

園内においては、中期よりも規模が縮小したものと思われる。

注

（1）篠宮　正「東播磨地域における弥生土器編年」『弥生土器集成と編年一播磨編－』（2007）

（2）・（3）正岡睦夫「備前地域」『弥生土器の様式と編年　山陽・山陰編』（1992）
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2．古墳時代

古墳時代の遺構は竪穴住居跡11棟・埴輪窯跡2基・古墳3基と水田跡を検出している。自ヶ池川南岸

の微高地上に古墳が築造されている。弥生中期の墓城と同じ地域であるが低地にまでは広がっていな

い。今まで日岡丘陵や西条には多くの古墳が知られているが、坂元近辺の平地では良野の具平塚古墳だ

けが存在し、さらに南側長砂に前期古墳の聖陵山古墳が立地しているだけである。古墳以外の遺構や別

時期の遺構も今回の調査ではじめて知られるようになった。埴輪窯跡は段丘崖を利用して構築してお

り、水田跡は低地に広がっている。生産城は低地とその縁辺となる。居住域は段丘面上である。

竪穴住居跡は31区・37区・40区・56区で検出している。56区だけが自ケ池川北岸になるので、小単位

の集団は異なっているかもしれない。祭祀土坑が17区・19区にあり、土坑も段丘上には広がっているの

で、全域に生活の痕跡を残している。その中でも別府川に近い低い部分を選択している。7世紀に遡る

水田が確認されたのは、28区・30区の低地部分であり、水田部と近接していることに起因している可能

性がある。

古墳は自ケ池川南岸の縁辺部に並んでいる。3基を確認し、53区のSX5302の埴輪が多数出土してい

る地点にも古墳の可能性を求めれば、4基となる。すでに削平された古墳があり、未だ知られていない

埋没古墳が存在するものと思われ、それ以上に古墳が並んでいたことは確実であろう。3基の古墳は東

からSX1603・SX5301・SX2301北となり、SX5301以外は埴輪が出土している。年代は、SX1603→SX2301

北→SX5301の順になる。SX1603出土の埴輪は租い縦方向のパケメが見られ、色調も黄橙で胎土が赦密

であることから、埴輪窯跡などから出土した埴輪とは異なっている。円筒埴輪以外に武人埴輪・人物埴

輪（腕のみ）と家形埴輪が出土している。1段階古い6世紀前半（初頭）であろうか。SX2301北は円筒埴

第23図　坂元遺跡古墳分布図
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輪・朝顔形埴輪が出土している。切り合い関係にあるSX2302から

は石見型盾の脚台部が出土している。北側で工事中採集された石見

型盾や須恵器装飾器台も同一古墳のものと想定している。そうなる

と大形の土器である朝顔形埴輪・石見型盾形埴輪・装飾器台を周囲

（主体部）に樹立させた（巡らせた）古墳となる。SX1603の次代であ

ろう6世紀中ごろと思われる。SX5301は周溝から須恵器が出土し

ている。杯・高杯が出土していないので確実ではないが、TKlOか

らTK43くらいで、6世紀中ごろから後半までと思われる。3基の

古墳は時代的に継続している。

埴輪窯跡は兵庫県下ではじめての調査例である。分布調査をはじ

め調査段階でもまったく埴輪を採集することが出来なかったので予

想外であった。段丘崖を利用した築造位置も今後の分布調査にあ

たって注意すべき教訓となった。SX5305は段丘面を利用した幅1．8

～2．0m、長さ4．5m害窯で、床面下半は180と緩やかで上部煙出し

近くで400の急斜面となる。形象埴輪を主体に焼成した窯跡である。

「．．：　　20㌣1494

第24図　器台復原図

もしかすれば、円筒埴輪は全くな

い形象埴輪専用窯の可能性は高い。石見型盾形埴輪を主に家・人・鹿・馬を焼成している。石見型盾は

最も多く出土している4段の鰭があるタイプで円弧文を措いている。全国で80数例の出土が畿内を中心

にあり、広島県から群馬県までの広がりを持つ遺物である。窯跡例も奈良県・大阪府の4遺跡と岡山県

・愛知県・三重県での例があるが、数少ない調査例である。県下で窯跡出土は坂元遺跡だけであるが、

その他古墳などから8遺跡の出土が知られている。明石川流域に5遺跡と集中し、姫路平野で2遺跡と

摂津・揖保川に各1遺跡である。坂元遺跡では窯跡と古墳の両者から出土しており、それは需給関係に

ある。周辺の明石・姫路の埴輪は文様構成や形態が異なり別物である。坂元遺跡の窯跡SX5305は短期

間の操業で、小範囲しか供給していなかったかもしれない。石見型埴輪も興味深いが、57区SK5701の

淡輪技法の埴輪も注目される。分布調査での確認は困難な小規模な焼土坑で埴輪を焼成している。租い

外面成形は23区の古墳との関連が窺われる。6世紀初頭から前半に坂元遺跡の自ヶ池川南岸の段丘上を

利用して埴輪を製作し古墳を造営したものと思われ、今回調査した以上に眠っているものと思われる。

日岡古墳群や西条古墳群を築造した首長クラスとは異なり、次代の1ランク下の系譜を求めるのが妥当

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺）

第6表　石見型埴輪地名表

N G 遺跡名 所在地 墳形 規模 主体部 伴出埴輪 時期 備考

1 坂元 加古川市野口町 馬 ・鹿 ・人 ・家 窯跡

2 大塚山古墳 尼崎市南清水 前方後円墳 44m 蓋 ・散 T K lO

3 亀塚古墳 神戸市西区玉津町 帆立貝 29m 家 ・太刀 ・人 ・動物

4 柿谷 1 号墳 神戸市西区伊川谷町 円墳 14m 家 ・人 T K lO

5 高津橋大塚 神戸市酉区玉津町 割竹形木棺 家 ・人 5 C 末 遺跡出土

6 寺 山古墳 明石市魚住町長坂寺 円墳 ？

7 中尾古墳 明石市中尾 円墳 16m

8 見野長塚 姫路市四郷町見野 前方後円墳 横穴式石室 T K lO

9 手柄山周辺 姫路市手柄 採集品

10 西宮山古墳 たつの市龍野町H 山 前方後円墳 35m 横穴式石室 蓋 ・家 M T lO
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第25図　石見型盾

第27図　武人埴輪
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第26図　石見型盾復元実測図
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3．奈良時代の中心遺構

坂元遺跡の大きな成果の1つとして多数の掘立柱建

物を検出したことである。今回報告する坂元遺跡Ⅱ分

で86棟の掘立柱建物を検出した。そのうちSB2502だ

けが弥生時代の掘立柱建物である。それ以外に

SBO201やSB5101のように低地で検出した平安時代未

以降と時代の下る掘立柱建物を7棟調査している。そ

れを除く78棟が律令期のものである。JR山陽本線高

架工事に伴う調査（26区と28区の間「坂元遺跡I」）で

は20棟の掘立柱建物が調査されている。調査面積は遺

跡全体の3割に満たない数字であることを考慮する 第28図　空中写真（西上空から）

と、非常に多くの掘立柱建物が存在することになる。

ただ、その中でも26区・28区・31区・37区・38区と坂元遺跡I部分の地域は遺構が密集した地域であ

る。掘立柱建物の主軸方向から分類した正方位を採るAプランの時期は多少の広がりを有する。自ヶ

池川の北側にも広がっている。総柱建物はすべて北側に存在し、この時期の特徴を示しているようであ

る。ところが、8世紀後半のBプランの時期になると36区SB36021棟だけが前代から継続して総柱建

物を建てているが、それ以外の6棟は中心地に建設されている。Bプラン全体の掘立柱建物の数量でも

中心地域に26棟あり、他地域は2棟だけと大きな較差がある。出土遺物の内容からみても明らかである。

量的にも内容的にも圧倒的に多くの遺物がこの部分から出土している。

遺構からその中心地域の外部ラインを追うと、大きくは西側26区から31区に流れる流路（SR260l・SR2801・

SR3101）、東側は19区から20区・27区・40区を通るやはり旧流路（SR1901・SR200l・SR2701・SR4001）

のラインである。北側は37区の遺構の希薄部分かと思われる。小さく見ると西辺は26区SR2601の東側

に平行する溝もしくはその東にあるSD2603である。南辺は28区SD2809から40区に入り、東辺はSR4001

西側の断続的な溝痕跡が北へ延びる。38区SD3801から37区SD3703となる。北側で浅くなり削平を受

けているようである。北辺は残存度が悪いが2条の溝があり、いずれかが北辺に当たるものと思われる。

その規模は東西80m（SD2603で限れば70m）、南北80mの方形となり、これが中心区画と考えられる。

古い時期の井戸SE3701はこの東辺の溝と同じ位置にある。この中にBプランの掘立柱建物は20棟存在

する。I時期ではないかもしれないが、相当数の建物が建っていたことになる。総柱建物は26区西端

SD2603の東側に1棟（SB2601）位置する。北側調査区外に延びているが3間×3間と思われる。東側の

区画外（巨視的にみた内側）であるがSB2701がやはり3間×3間の総柱建物である。中心区画東西と南

側40区にもSB4001があり周囲に倉庫があることになる。中心区画にある建物はほとんどが2間×3間

のもので、極めて大きな規模や特徴的な建物は確認されていない。37区西側が未調査で、80m四方の

居城からすると中央部分は未調査地に位置するものと思われる。

出土遺物は周辺の流路を中心に、この区画は量的に多い。特にSR2601などの西側流路には大量に遺

物が包含している。その多くは日常雑器であることが特徴であるが、播磨国府系軒丸瓦や多喋壷・円面

硯など官街的な代表遣物もここから出土している。この両面性が駅家郷として相応しい状況と言える。

瓦そのものは中心地で多く出土していることは確実である。　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺）
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第29図　奈良時代前半の坂元遺跡
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第30図　奈良時代後半の坂元遺跡
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4．条里型地割の復元と集落の考察

はじめに

坂元遺跡では弥生時代から中世にかけての遺構・遺物が検出されているが、大きな割合を占めるもの

は律令期の集落及び水田跡を主とした生産遺跡である。ここでは、主に検出された水田畦畔や水田に伴

う水路の方位をまとめ、坂元遺跡内で検出された主に大畦畔跡をもとに更に現地表の地割痕跡を参考に

遺跡及びその周辺における条里型地割の復元を行う。

加古川市域には現地表に1町方格の水田区画がよく残っており、加古川左岸の溝ノロ、更に野口町に

かけても条里型地割が存在することがわかっている。その成果は、『加古川市史』においても復元図が提

示されている。

加古川市域のなかで、加古川左岸において判明している条里型地割は2種存在する。

1つは、正方位ではなく、北東へ軸をもつ条里型地割である。この地割は現地表に非常によく残って

おり、条里型地割は正方位から約440東へ振る。先学の研究成果を参考にすれば、古代山陽道を基準に

方格地割を施行したことが判明している。坂元遺跡の南・西側を中心に広範囲に存在している。

いま一つは、東西南北の正方位に地割を行うもので、主に坂元遺跡の東側、野口町の東半、教信寺・

野口廃寺の立地する台地上を中心に存在する方格地割である。高橋美久仁はこの地割が古代山陽道を越

え更に南側（古大内遺跡＝賀古駅家）周辺にまで広がることを指摘している。

結論を先に提示すれば、坂元遺跡にはその両者が存在しており、前者が新しく後者が古いという時期

差が遺構から認められた。ここでは、坂元遺跡における正方位の方格地割を条里型地割プランA（以下

プランA）、北東に軸をもつ方格地割を条里型地割プランB（以下プランB）としておく。

条里型地割プランBの復元

遺構として顕著な大畦畔は南北方向では40区、東西方向では東から33区・32区・40区・31区・30区・

55区を走る1条の大畦畔が検出されている。

40区において北東・南西方向に検出された大畦畔は数条の溝が掘られており、対になる港間の距離は

約1．8mをはかる。この大畦畔は現地表に残る条里型地割りの南北方向の延長上にあり、一部は調査前

の現地表にも畦畔として残っていたもので、今回の調査において、現地表の地割の下から、及び延長上

からも畦畔が確認されたことになる。この畦畔の延長上には37区の東側にも同方位の畦畔が現地表にお

いて確認でき、北側の段丘崖に向かって現地表に一部残る坪境の大畦畔が、過去には調査地点内を北上

していたことが判明した。

南北に対して東西については、33区・32区・40区において大畦畔と考えられる2本の溝が約1．2mの

間隔をあけて検出されている。その延長上にあたる31区では流路SR31001を渡る土橋があり、30区で

は湿地を渡る木芯を入れた大畦畔SX3001が、更に55区では張り石を施した大畦畔が確認され、立体的

な構造物として畦畔を検出している。これら各地区の大畦畔を図上におとした所、ほぼ一直線となるこ

とが確認された。

この南北及び東西方向に検出した大畦畔を図上におとし、更に1町方格を設定したものが第32図右で

ある。

この図から40区の南北方向の大畦畔（イ）に対して1町西側の坪境線（ア）が現地表の段丘崖端上の土地

区画線にあたること、（イ）に対して1町東側の坪境線（ウ）が現地表の農道に一部遺存していることが明
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らかである。また図よりはみ出したが、6区のSDO602、7区のSDO703・SDO704、2区東端のSDO208

は更に1町東側の南北の坪境線に伴う溝と考えられる。

対して、東西方向の大畦畔（C）に対して1町北側の坪境線（b）が3区の南端溝にあたること、及び現

地表の東西方向の農道に一部遺存していることも分かる。2町北側の坪境線（a）が2区の溝SDO209に

あたることも明らかである。

以上の結果から、坂元遺跡には少なくとも南北4条、東西3条の坪境線が存在することが推断できる。

第31図は、復元した坂元遺跡内の坪境線をさらに広い範囲の地図に落とし込んだものである。図左側

から延びる現地表に残る条里型地割の延長上に坂元遺跡内の坪境線（条里型地割プランB）が合致するこ

とが分かる。この現地表の方格が主に『加古川市史』において復元図が提示されている古代山陽道を基準

に方格地割を施行した条里型地割である。

次にこれらのプランBを構成する大畦畔の成立時期が問題となる1）。

通常、現代に遣るいわゆる条里型地割の時期は概ね中世以前遡ることは少ないが、坂元遺跡では32区・

33区・40区において検出される畦畔の側溝は、何れも9世紀代と考えられる黄白色洪水砂礫によって埋

没あるいは被覆されている。ここより各地区の大畦畔の成立が9世紀より古いと推定できる。

また、30区において検出されたSX3001は9世紀代の洪水砂によって埋没しているが、畦畔が跨ぐ

SR3001埋土からは8世紀前葉を中心とする土器が一定量出土している。段丘際（ア）に沿って通ると考

えられるSD3002についても9世紀代の洪水砂によって埋没している。これらのことから、30区即ち段

丘下の湿地では9世紀代には大畦畔が洪水によって埋没しており、8世紀前葉には造られていなかった

可能性が指摘できる。

55区では30区から延伸した大畦畔が検出されている。この部分では張り石が認められ、更に畦畔構築

時に土馬・桃・木皿を使用した祭祀が行われていることが今回の調査において明らかとなった。

以上のことから条里型地割プランBの方格は、少なくとも坂元遺跡においては8世紀後半には成立

し、一部が9世紀に入って埋没したことが明らかである。

条里型地割プランAの復元

正方位に軸をもつ畦畔・溝の存在が複数の地点において明らかとなっている。また、現地表において

も極部分的に正方位に畦畔・農道が存在している。これらの要素をつなぎ、正方位に軸をもつ条里型地

割Aの復元を行う。

遺構として顕著な畦畔は南北方向では29区・37区、東西方向では東から33区に畦畔が検出されてい

る。これ以外には、2区・15区・19区・31区において東西南北方向の溝・水田が確認されているほか、

現地表において東西方向の畦畔が部分的に残っていることが明らかとなった。

この南北及び東西方向に検出した畦畔・溝を図上におとし、更に1町方格を設定したものが43図左で

ある。

この図から40区の南北方向に想定した大畦畔（あ）に対して1町東側の坪境線（い）が29区SD2903と37

区の南北方向の大畦畔にあたること、また、南側の現在の農道がその企画を継承していることが明らか

である。更に、大畦畔（い）に対して1町東側の坪境線（う）が15区のSD150l・SD1509の南北溝が集中す

る地点にあたることも読み取れる。少なくとも調査区内に1町間隔で南北3条の坪境線が存在する可能

性が浮かびあがる。これに対して、東西方向については、まず、33区において検出された下層水田と南

側を通るSD3328の延長上に現地表に東西方向に走る畦畔が続くことに注目する。この東西のラインを
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基線に半町分北側をSD4077とSD2906を結ぶ線が通る。さらに1町北側には37区南側の現地表に東西

方向の畦畔が存在している。更に半町北側には19区SD1904・15区SD1516よりなる東西方向の溝・水

田が確認されている。以上の結果を43図に落とし込んだところ、坂元遺跡には少なくとも南北3条、東

西方向には半町間隔で5条の方格地割線が存在することが推断できた。

では、復元したこれら東西南北の地割線が坂元遺跡周辺の局地的なものであるのか、更にとくに東西

方向の5本の地割線のどれをもって坪境線と認識できるのか、以下、検討する。

図42は、復元した坂元遺跡内の坪境線（プランA）をさらに広い範囲の地図に落とし込んだものであ

る。

まず、図右側の教信寺が所在するいわゆる野口台地上に正東西南北方向をむく条里型地割が存在する

ことが分かる。

野口台地上に正方位の条里型地割が存在することが指摘された歴史は古く、吉本昌弘は野口廃寺周辺

に残る正方位の条里塑地割から野口台地上に賀古郡街の存在を推定している2）。また、高橋美久仁は野

口台地上の正方位の条里型地割が賀古駅家推定地である古大内遺跡周辺にまで及び、古大内遺跡自体が

正方位の方格地割に則って位置していることを指摘している3）。この先学の研究成果を受け、特に古大

内遺跡周辺の方格地割については高橋美久仁が掲載した字限り図の成果を参考に空中写真・昭和45年代

の都市計画図・現地踏査によって野口台地上の方格地割の復元を行った。

坂元遺跡において復元した方格が、野口台地・古大内遺跡周辺から延びる現地表に残る東西南北の条

里型地割と合致することが分かる。古大内遺跡が1町方格内に入り、教信寺と不動院を結ぶ線が坪境線

となる。また、野口廃寺（野口神社）が東西1町・南北2町の方格内に収まる。古大内遺跡の南西隅から

10町で40区内を東西に走る方格線にあたる。即ち、43図では、南北あ・い・う、東西A・B・Cの各3条

が坪境線として復元でき、その中を半町ごとに区画していた可能性が高いのである。

次にこれらプランAを構成する大畦畔の成立時期が問題となる。プランAを構成する南北方向を指

向する溝・畦畔あるいは現地表に残る畦畔についてもその大半がプランBよりも古いこと（あるいは終

焉が早いこと）は各調査区の結果、及び現地表ではプランAの畦畔がプランBの地割に埋没し僅少であ

ることからも明らかである。

プランBが8世紀後半には成立していることは先に述べた。40区ではプランAの方格に則った遺構

として、SD4015が存在する。SD4015は、飛鳥Ⅱ～Ⅲ期の遺物をもつSR4001の3層を切って掘削され

ており、港内からは、7世紀末～8世紀前半の遺物が出土している。大まかな時期比定を行うならば、

SR4001が埋没する7世紀後葉よりも新しくプランAの遺構は営まれ、30区の成果を勘案するならば、

8世紀後半にはプランBへと切り替わると考えることができる。7世紀末から8世紀前半にはプラン

Aの条里型地割が坂元遺跡内に及んでいた可能性が指摘できる。

条里型地割A・Bについてまとめるならば、1．7世紀末から8世紀前半には坂元遺跡周辺には正方

位の方向をもつ条里型地割プランAが存在した。2．正方位の地割プランAは東側の野口台地上を中

心に存在する地割の一部である。3．地割プランAは野口台地上を中心に野口廃寺（白鳳期の寺院か）、

古大内遺跡（賀古駅家推定地）をその方格内に納めている。4．坂元遺跡周辺の条里型地割は8世紀後半

に即ヒ東の方位をもつ条里型地割プランBに切り替わる。5．条里型地割プランBは加古川左岸一帯

に広がる、古代山陽道を基線として施行された条里型地割である。

以上、2種の条里塑地割の復元を行い、7世紀末以降、坂元遺跡では計画的な土地区画が行われてい
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ることについて述べた。特に8世紀後半に行われた条里型地割プランBは古代山陽道を基線として加

古川左岸（賀古郡）全域に施行されており、郡規模で行われた大規模な計画的な土地区画に坂元遺跡周辺

が含まれていたことを示すものである。

次に、主に水田域について行ってきた地割の復元作業を集落域に広げ、8世紀を中心とした集落の動

態を検討したい。

律令期の集落

7世紀末～9世紀にかけて、段丘上の北西端に建物跡が集中する。図版1からも明らかなように集落

は28区・31区・37区周辺の約20，000Idの範囲に集中していることが分かる。今回の調査では、その全て

を発掘した訳ではなく、内約30％が調査されたと考えてよく、単純に考えれば250棟近くの建物が存在

したと推測できる。

調査した建物は、3棟の竪穴住居跡（工房跡か）を除き、全て掘立柱建物跡である。総数は80棟を越え

ており、その殆どが8世紀代に収まるものと考えている。これは、県下の律令期の掘立柱建物跡群とし

ては最大級である。

ここでは、条里地割検討から導きだした、正方位を指向する建物群（A群）と北東方向を指向する建

物群（B群）を抽出し、図43の復元した条里型地割プランに分けて書き入れた。以下のことが指摘できる。

集落の配置　8世紀前半の建物群は31区を中心に大畦畔を越えて37区にまで散漫に認められる。また、

40区より南側の南北道関連の調査区（今回は未報告）においても集落の単位が認められる。

8世紀後半の建物群は26区を中心とした部分に集中する。それは、1町方格の中に収まり、更に微細

にみれば、方格内に存在する区画溝によって南・東を画された約80m四方内に密集する。

即ち、8世紀後半に賀古郡全域において行われた土地区画の変更と連動して、坂元遺跡では計画的な

集落配置が行われ、1か所に集められたことが明らかである。

集落の性格について　坂元遺跡では、和同開弥・円面硯・墨書土器・木製祭祀具（斎串・人形・鳥形）・

稜椀・線粕陶器・灰粕陶器、微量であるが軒平瓦（播磨国府系瓦）が出土しており、やや新しいが呪符木

簡など官街的な遺物が多数出土している。しかし、同時に、土錘やイイダコ壷、土師器嚢・鍋・竃類な

どの雑器も多く出土していること、集落自体は条里型地割りに規制されているが、1棟ごとの規模は倉

庫と考えられる総柱建物を除けば、8世紀を通じて、ほぼすべてが2×3間の側柱建物で構成されてお

り、官衛的な配置もまた確認できないこと。以上の要素は、遺跡が官街関連遺跡ではなく、一般集落の

範噂を出ないことを指している。そのなかで注目すべきものとして、『大家』・『吉家ヵ』といったいわゆ

る『家』＝ヤケを指す墨書土器の存在がある。ヤケの性格について今回触れる紙数はないが、吉田　孝の

ヤケ（ヤカ）を『門をもつ垣に囲まれ、内部に屋・倉などをもつ施設（屋敷）であり在地首長、豪族層の農

業経営の拠点』と捉えるならば、県下では『大家』・『中家』といった墨書土器が郡家・駅家などの官街関

連遺跡を除けば、坂元遺跡と同質の一般集落の範噂をでない大規模な集落遺跡から出土していること

も、然りである。

さて、坂元遺跡の南南東約1kmの地点には古代山陽道最大の規模を誇った賀古駅家（古大内遺跡）が存

在している。播磨国風土記には『駅家里』の存在が記されており、野口町を含む範囲にあった可能性が指

摘されている。その所在はおおよそJR東加古川駅と加古川駅の間付近とされ、坂元遺跡・野口廃寺・

古大内遺跡はすべて、駅家里のなかに所在したと考えられる。駅家には、施設としての駅家があり、運

営を行うために編成された『駅戸』と駅戸より選ばれた駅長（駅戸中の有力者）がおり、財政基盤としての
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駅田・駅稲がある。高橋美久仁は賀古駅家（古大内遺跡）を経営するための駅田を、台地上の教信寺と野

口廃寺の間にある字前田に求めており、岸本道昭は播磨国内の駅家と寺院の関連を考察するなかで、賀

古駅家経営に携わった駅戸が8世紀初頭に創建された野口廃寺の檀越であると位置付けている。

即ち、同じ方格地割にのった賀古駅家（古大内遺跡）・駅田・野口廃寺が非常に強い連関を持って『駅

家里』に存在していたことが推測できるのである。坂元遺跡もまた、同じ方格にのる集落遺跡である。

播磨国風土記が編まれた8世紀初頭には、坂元遺跡が駅家・駅田・関連寺院に最も近い、最も大規模な、

同じ方格地割に規制された拠点集落として存在していたことはあきらかである。賀古駅家を経営し、野

口廃寺の檀越となり、駅田を耕作する駅戸集団が坂元遺跡に存在していた可能性は非常に高いと考えら

れる。

では、8世紀後半についてはどうか。集落が条里型地割の変更に伴い、1町方格内に集中することを

述べた。8世紀の中葉から後半は、山陽道の駅家が、『続日本紀』に記された『造駅』－瓦葺き駅家への転

換期にあたり、古代山陽道の各駅が整備された時期にあたる。また、駅家運営の財源が兵部省から民部

省に替るなど大きな変革が行われた時期である。

これらの駅路に関わる変革と、賀古郡における山陽道を基線とした条里型地割への変更・集落の集中

化の動きに関連を見出すか否かによって8世紀後半代の坂元遺跡の評価は大きく変わるだろう。駅戸は

駅制を円滑に運営する上で、駅家付近に置く必要があり、駅家の設置間隔に連動して計画的に集住させ

られていた可能性が指摘される。坂元遺跡における計画的な集落の集中を駅戸の集住の一環と捉えるこ

とができるなら、駅路に関わる変革が路線周辺における広範囲の土地区画の改編や駅戸集落の再編成な

どを伴っていたことの証左となり、大きな問題を描出することになる。本稿ではそこまで踏み込む準備

がないが、1辺約80mの溝区画内に集中した部分（古大内遺跡や小犬丸遺跡が示す駅家中枢の規模と近

似することは非常に興味深い）を『ヤケ』とみて、賀古駅家と密接に係わった『駅家里』（駅家郷）を構成す

る集落の中枢部の一つであった可能性を考えておきたい。 （西口）

注

1）遺物の時期決定については以下の文献を参考にした。

兵庫県教育委員会『志方窯跡群Ⅱ一投松・支群』2001年

佐藤　隆「難波地域の新資料からみた7世紀の須恵器編年」『大阪歴史博物館研究紀要』第2号　2003年

佐藤　隆「8世紀の須恵器編年と難波宮・平城宮の並行関係」『大阪歴史博物館研究紀要』第3

号　2004年

古代の土器研究会編『古代の土器千煮炊具』1996年

2）吉本昌弘「古代播磨における山陽道と郡家の復元的研究」『新地理』25－11977年

3）高橋美久二『古代交通の考古地理』大明堂1995年
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Ⅶ　おわりに

3ヶ年で約32，000m2の坂元遺跡の発掘調査によって縄文時代から中世に至る複合遺跡であることが

判明し多大な成果を上げることができた。面積の合計は大きいが調査面積は10m2を最小とし最大でも

3，600m2で、57地区の調査の集合であり、調査地区の移動に苦慮し調査期間に追われる調査であった。

その反面小面積のわりには、区画街路を方眼状に調査することによって、幸いにも古代の地割りの検討

ができるという好資料を得ることができた。それ以外にも多くの成果があり列挙すると、

1．縄文晩期の埋嚢群を確認した。4基の中土坑に嚢を埋納したもので3個体はほぼ完形に近く復する

ことができた。2区・11区でも同時期の土坑を検出しているので、低い段丘面に墓域が広がっている。

2．弥生時代中期後半になってムラを構えるようになる。低地は水田として土地利用されたであろう

が、調査では確実な遺構は検出できなかった。自ケ池川両岸の段丘上から低地を墓地としており、方

形周溝墓群が検出されている。計15基の方形周溝墓を調査している。低地部分の方形周溝墓は主体部

も残存しており、11基の木棺墓を検出した。石剣・石鉄とともに多数の土器が溝に供献されていた。

3．中期後半の住居城は南側の別府川東岸の低い段丘面上で4棟の竪穴住居跡を検出している。また、

集落周辺では土器棺墓かと思われる土坑もあり、方形周溝墓と土器棺墓との区別があるようである。

1棟だけであるが、掘立柱建物を確認した。

4．坂元遺跡が広がっている段丘上に4本流路が流れている。早い時期は中期後半と思われ、集落開始

と関連があるものと思われる。水路として開削された可能性が高く、少なくとも流路を維持するため

に人工的な掘削が行われたと思われる。

5．弥生後期の竪穴住居跡は中期と同じ位置に2棟、縄文埋嚢のあった自ケ池川北側段丘面（56区）に1

棟確認している。小規模ながらムラの分散・移動が確認された。

6．古墳時代前期から中期にかけての遺構は検出していない。ただ、流路内から古式土師器が少量出土

していることから、周辺で生活していたであろう。

7．6世紀はじめに古墳が段丘面縁辺に築かれるようになる。そこに樹立する埴輪を焼成するために、

ムラの中に埴輪窯跡を構築したと思われる。古墳は6世紀後半まで営造されるが、6世紀末までは継

続していない。埴輪窯跡も短期間の操業活動を終える。

8．埴輪窯跡は2基あり、1基は奪窯で石見型埴輪を中心に形象埴輪専用の窯跡であり、もう1基は上

屋構造のない土坑で淡輪技法の埴輪を焼成している。形象埴輪の種類は石見型盾以外に武人・盾持ち

人・家・鹿・馬で少数ながら変化に富んでいる。

9．古墳後期になると、再度集落を営むようになる。弥生後期の竪穴住居跡確認部分と同じ地域で竪穴

住居跡を検出している。南側の段丘面は奥に入った37区まで集落城を広げている。

10．遺構として古墳後期から水田も確認している。低地部分を中心に生産城としている。流路もこの時

期の遺物から増加する。

11．流路に向かって6世紀後半に土坑が築かれており、中に須恵器などを埋納し、細い溝が流路に流れ

るように築いている。2基並んで存在し焼土を伴っている。火を使った祭祀行為が行われたと考えら

れる。

12．飛鳥期も南側の段丘面では竪穴住居跡が継続しているが、北側の56区では終焉している。羽口・焼

土が出土していることから、通有の住居ではなく工房かと思われる。
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13．飛鳥期から遺物量が急増する。掘立柱建物もこの時期から建てられているであろうが、明確ではな

いことからすべて奈良時代とした。

14．奈良時代前半の建物は正方位を採っている（Aプランの地割）。13棟の建物を調査している。そのう

ち3棟は総柱建物である。総柱建物は自ケ池川北側に存在する。

15．奈良時代後半の建物は、主軸方向はN440Wに採っている（Bプランの地割）。27棟あり、そのうち

5棟が総‘柱建物である。

16．Bプランの地割の時期に26区・37区を中心とする方形に画する浅い溝が存在する。駅子の館を画す

る溝ではないかと思われる。

17．奈良時代後半の集落は賀古駅家を支える駅子の集落と考えている。山陽道沿いに位置することと、

播磨国府系瓦や木簡・墨書土器・律令期木製祭祀具（人形・斎串）・土馬・古代銭貨（和同開弥）・硯・

稜椀などの官街的遺物が豊富に出土していること、逆に炊飯具や土錘・イイダコ壷など日常の遺物も

多く出土していること。それらの点から考えて、半官半民の生活をしている駅家郷の状態そのものを

表徴しているのではと考えている。坂元遺跡の調査例が駅家郷の代表例になろうかと思われる。

18．Aプランの集落に比べてBプランの方が26区周辺に凝縮しており、散らばっていた集落が1ヶ所に

集中した印象を受ける。

19．墨書土器のなかに540「大家」659「吉家」587「小殿」があり、駅子館の存在を示唆するものであ

る。また、667「美作」の文字は駅路に関するとすれば興味深い。654「山方寺」は加古川西岸の平荘

町山角廃寺を表したものなら、氏族関係が予測される資料となる。

20．37区で唯一井戸が確認されている。素掘りで井側を伴わないが菰が出土しており、それを井筒に利

用していたと思われる。中層から出土した須恵器の一群は口縁部を意図的に欠いており、井戸鎮めの

祭祀かと思われる。出土した杯セットには蓋に「二廿」身に「廿二」と連字が記されている。呪符木簡に

よく記される九九の反対の安息を願う意識が高いまじないであろうか。

21．西側低地と北側低地の両者から律令期木製祭祀具が出土している。1ヶ所でなく、駅家郷でも複数

の地点で祭祀行為を行っているのは注目される。

22．平安時代おわり頃になると集落規模は縮小するが、依然掘立柱建物は確認され、水田も認められる。

報告書作成も綱渡り状態が続き、かろうじて発刊に辿り着くことが出来た。調査現場で汗を流してくれ

た調査関係の方々や整理作業を支えていただいた嘱託員・担当職員の方々の協力・努力があってのこと

でその腸物である。感謝いたします。
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第13表　出土木製品計測表

図 版

番 号

報 告

番 号
出 土 地 区 種 別

法 量 （c m ）
備 考

長 さ 幅 厚 さ 器 高

4 0 6 W l 2 8 区 谷 部 木 簡 （6 0 ．1 5 ） 4 ．00 1 ．0 0 － 1 ．50 墨 書 あ り　 奈 良

4 0 6 W 2 3 0 区 段 丘 下 東 半 木 簡 3 0 ．1 0 3 ．55 0 ．6 0 墨 書 あ り　 灰 茶 色 は ピ ー ト と 同 化 し て い る

4 0 6 W 3 3 0 区 段 丘 下 湿 地 木 筒 （2 9．0 0 ） 3 ．35 0 ．6 0 墨 書 あ り

4 0 6 W 4 3 0 区 段 丘 下 湿 地 木 簡 （10 ．9 5 ） 3 ．20 0 ．3 0 墨 書 あ り

4 0 7 W 5 3 0 区 段 丘 下 西 半 人 形 （2 2．6 0 ） （4 ．7 0 ） 0 ．3 5 墨 書 あ り

4 0 7 W 6 5 3 区　 下 人 形 頭 部 （12 ．5 5 ） （3 ．4 5 ） 0 ．5 0 墨 書 あ り

4 0 7 W 7 1 9 区 南 端 段 丘 崖 下 人 形 頭 部 （14 ．8 0 ） 7 ．0 0 0 ．6 0

4 0 7 W 8 3 0 区 段 丘 下 人 形 の 足 （12 ．4 0 ） （1 ．9 0 ） 0 ．3 5 ～ 0 ．6 5 木 札 は ピ ー ト層 ？

4 0 7 W 9 2 8 区 谷 部 斎 串 （9 ．50 ） 1 ．3 0 0 ．4 0

4 0 7 W l O 2 8 区 段 丘 落 ち 際 斎 串 （7 ．85 ） 1 ．4 5 0 ．2 5

4 0 7 W 1 1 2 8 区 S R 2 8 0 3 斎 串 （17 ．4 0 ） 1 ．4 0 0 ．7 0

4 0 7 W 1 2 3 0 区 酉 半 斎 串 （8 ．60 ） 1 ．3 0 0 ．3 5
4 0 7 W 1 3 3 7 区 斎 串 （27 ．3 0 ） 0 ．8 5 0 ．4 0

4 0 7 W 1 4 3 0 区 段 丘 下 湿 地 斎 串 （9 ．2 5） 1 ．0 0 0 ．4 0

4 0 7 W 1 5 1 9 区 段 丘 下 斎 串 （26 ．5 0 ） 2 ．3 5 0 ．7 0 黒 灰 シ ル ト直 上 層

4 0 7 W 1 6 1 9 区 南 半 段 丘 下 斎 串 （15 ．3 0 ） 1 ．8 0 0 ．5 0

4 0 7 W 1 7 1 9 区 段 丘 下 斎 串 （27 ．8 0 ） 2 ．10 0 ．7 0

4 0 8 W 1 8 5 2 区 南 半 ナ ス ビ 形 鋤 （8 ．2 5 ＋5 ．6 5 ） （7 ．5 0 ） 1 ．1 0 2 分 割

4 0 8 W 1 9 5 2 区 南 半 大 足 （27 ．0 5 ） 8 ．0 0 1 ．6 5 ～ 2 ．2 0

4 0 8 W 2 0 2 8 区 谷 部 横 槌 3 9．6 0 7 ．5 0 5 ．5 0

4 0 8 W 2 1 2 8 区 谷 部 木 錘 1 6．0 0 5 ．8 5 6 ．1 0

4 0 8 W 2 2 2 8 区 段 丘 落 ち 際 （把 手 ） （14 ．8 5 ） 4 ．1 0 3 ．9 5

4 0 8 W 2 3 5 3 区 田 下 駄 （4 1 ．5 0 ） （5 ．2 0 ） 1 ．1 0 2 分 割

4 0 8 W 24 5 3 区 大 足 （4 6 ．2 0 ） 1 ．3 0 1 ．4 0 2 分 割

4 0 8 W 25 5 3 区 唐 鋤 の 柄 5 2 ．6 0 4 ．5 0 3 ．7 0

4 0 9 W 26 54 区 把 手 14 ．0 0 4 ．0 5 3 ．0 5

4 0 9 W 27 3 7 区 S E 3 7 0 1 柄 （9 ．2 5 ） 2 ．9 0 3 ．0 0

4 0 9 W 2 8 2 8 区 段 丘 落 ち 際 柄 （1 4 ．2 0） 1．4 0 1 ．4 0

4 0 9 W 2 9 3 7 区 S E 3 7 0 1 林 2 4 ．9 0 （6 ．3 0 ） 1 ．6 5

4 0 9 W 3 0 28 区 S R 2 8 0 3 陽 物 形 ？ 2 2 ．5 0 2 ．0 0 2 ．10

4 0 9 W 3 1 28 区 谷 部 下 駄 （左 ） （2 3 ．60 ） （1 0 ．0 0 ） （3 ．20 ）

40 9 W 3 2 53 区　 下 下 駄 （右 ） 2 4 ．6 0 8 ．5 0 2 ．50

40 9 W 3 3 53 区 下 下 駄 （右 ） 2 5 ．2 0 （8 ．7 0） （2 ．10 ）

40 9 W 3 4 28 区 谷 部 ヘ ラ 1 2 ．5 5 （6 ．2 5） 0 ．7 5 ～ 0 ．9 5

4 10 W 3 5 2 8 区 谷 部 椅 子 （天 板 ） 5 4 ．8 0 1 5 ．0 5 2 ．55
4 10 W 3 6 5 3 区 板 材 6 0 ．60 （10 ．8 0 ） 1 ．0 5

4 10 W 3 7 5 3 区 田 下 駄 （4 4 ．4 0 ） （10 ．3 0 ） 1 ．55 有 孔

4 10 W 3 8 5 3 区 折 敷 （底 板 ） 3 8 ．40 （7 ．2 0） 0 ．75 有 孔

4 11 W 3 9 2 8 区 谷 部 槽 （2 8 ．4 0 ） （8 ．3 0） 3 ．05

4 11 W 4 0 3 0 区 両 壁 S R 3 0 0 1 直 上 曲 物 （側 板 ） 4 6 ．30 （1 2．5 0 ） 0 ．95

4 11 W 4 1 3 0 区 段 丘 下 S R 3 00 1 直 上 曲 物 （側 板 ） （7 ．5 0 ） （1 7 ．9 0 ） 0 ．85

4 11 W 4 2 3 0 区 段 丘 下 湿 地 中 央 曲 物 （側 板 ） 3 6 ．30 1 0 ．4 0 0 ．70

4 11 W 4 3 3 0 区 段 丘 下 東 半 曲 物 （側 板 ） 9．8 0 （5 9 ．0 0 ） 0 ．80

4 11 W 4 4 3 0 区 段 丘 下 湿 地 曲 物 （側 板 ） 4 ．5 0 （4 1 ．8 0 ） 0 ．60

4 11 W 4 5 54 区 曲 物 （側 板 ） （1 1 ．50 ） （2 7 ．0 0 ） 0 ．50 2 分 割

4 12 W 4 6 3 0 区 段 丘 下 湿 地 曲 物 （底 板 ） 1 7 ．70 （4 ．4 0） 0 ．70
4 12 W 4 7 30 区 段 丘 下 東 半 曲 物 （底 板 ） （2 1 ．10 ） （3 ．5 0） 0 ．60

4 12 W 4 8 30 区 南 壁 面 曲 物 （底 板 ） 1 6 ．1 0 4 ．4 0 0 ．60

4 12 W 4 9 28 区 ・段 丘 落 ち 際 曲 物 （底 板 ） （1 6 ．80 ） （5 ．0 5） 1 ．10

4 12 W 5 0 30 区 段 丘 下 東 半 曲 物 （底 板 ） （1 4 ．70 ） （3 ．0 0） 0 ．65

4 12 W 5 1 30 区 段 丘 下 東 半 曲 物 （底 板 ） （2 5 ．10 ） （6 ．2 5 ） 0 ．80

4 12 W 5 2 30 区 段 丘 下 S R 3 0 0 1直 上 曲 物 （底 板 ） 3 2 ．6 0 （2 ．7 0 ） 1 ．05

4 12 W 5 3 30 区 段 丘 下 東 半 曲 物 （底 板 ） 3 7 ．6 5 （1 9 ．7 0 ） 1 ．15

4 12 W 5 4 30 区 段 丘 下 湿 地 中 央 曲 物 （底 板 ） 3 5 ．8 5 （7 ．7 5 ） 1 ．85

4 12 W 5 5 30 区 段 丘 下 曲 物 （底 板 ） （5 ．60 ＋ 3 ．4 0） （1 5 ．0 0 ） 0 ．90

4 12 W 5 6 30 区 段 丘 下 湿 地 曲 物 （底 板 ） （1 0 ．10 ） （5 ．9 0） 0 ．50

4 12 W 5 7 30 区 段 丘 下 東 半 曲 物 （底 板 ） （1 2 ．90 ） （7 ．0 0） 0 ．70

4 13 W 5 8 28 区 谷 部 曲 物 （底 板 ） 4 7 ．20 （8 ．6 0） 1 ．4 5

4 13 W 5 9 28 区 段 丘 落 ち 際 曲 物 （底 板 ） （3 6 ．90 ） （6 ．3 0） 1 ．50

4 13 W 6 0 3 0 区 段 丘 下 西 半 挽 物 （皿 ） 1 9 ．00 （1 1．3 0 ） 0 ．7 0 1 ．2 0 有 孔

4 13 W 6 1 3 0 区 段 丘 下 東 半 挽 物 （皿 ） 1 5 ．80 （6 ．10 ） 0 ．6 0 1 ．1 0
4 13 W 6 2 5 5 区 挽 物 （皿 ） （1 9 ．90 ） （15 ．1 0 ） 0 ．7 0 1 ．4 0 有 孔　 3 分 割

4 1 3 W 6 3 3 0 区 段 丘 下 東 半 挽 物 （皿 ） 1 6 ．95 1 6 ．9 5 0 ．6 0 0 ．9 5 有 孔

4 1 3 W 6 4 3 0 区 段 丘 下 湿 地 挽 物 （皿 ） （1 1 ．3 5 ） （4 ．25 ） 1 ．0 0 1 ．8 0 有 孔

4 1 3 W 6 5 3 0 区 段 丘 下 東 半 挽 物 （皿 ） （1 7 ．0 0 ） （2 ．80 ） （0 ．9 0 ）

4 1 4 W 6 6 3 0 区 段 丘 下 東 半 挽 物 （皿 ） 1 8 ．0 0 （9 ．50 ） 0 ．5 0 1 ．1 0
4 1 4 W 6 7 5 3 区 北 側 段 下 挽 物 （皿 ） （1 9 ．1 0 ） （1 0 ．0 0 ） 0 ．7 0 1 ．70

4 1 4 W 6 8 3 0 区 段 丘 下 挽 物 （皿 ） （18 ．0 0 ） （7 ．90 ） 0 ．7 0 1 ．20 木 札 は ピ ー ト層 ？

4 1 4 W 6 9 5 5 区 挽 物 （皿 ） ‘（22 ．9 0 ） （1 1 ．7 0 ） 0 ．7 0 2 ．00 5 分 割

4 1 4 W 7 0 3 0 区 段 丘 下 乗 半 挽 物 （皿 ） （22 ．2 0 ） （2 ．3 5 ） 0 ．7 0 1 ．30

4 1 4 W 7 1 5 4 区 棒 状 （32 ．0 0 ） 2 ．0 0 1 ．9 0

4 1 4 W 7 2 3 0 区 段 丘 下 湿 地 棒 状 （3 8 ．4 0 ） 2 ．10 2 ．0 0 紡 織 具 の 一 部 か 。

4 1 4 W 7 3 5 4 区 棒 状 （21 ．2 0 ） 2 ．5 0 （1 ．7 0）

4 1 4 W 7 4 2 8 区 谷 部 棒 状 24 ．2 0 3 ．0 0 1 ．9 0

4 1 4 W 7 5 3 0 区 段 丘 下 東 半 棒 状 4 2 ．2 0 1 ．9 0 （1 ．7 0）

4 1 4 W 7 6 5 3 区　 下 段 棒 状 （17 ．3 0 ） 1 ．1 0 0 ．6 5 斎 串 か ？

4 1 4 W 7 7 3 0 区 段 丘 下 湿 地 棒 状 （12 ．6 5 ） 1 ．1 0 0 ．8 0
4 1 4 W 7 8 5 4 区 棒 状 （12 ．2 0 ） 1 ．6 0 1 ．2 5

4 1 5 W 7 9 5 3 区　 下 角 材 （6 4 ．5 0 ） （4 ．9 0 ） 2 ．4 0
4 1 5 W 8 0 2 8 区 谷 部 角 材 （1 9 ．3 0 ） 2 ．6 0 （2 ．70 ）

4 1 5 W 8 1 3 0 区 段 丘 下 東 半 角 材 （2 5 ．3 0 ） 1 ．7 0 1 ．4 0
4 1 5 W 8 2 3 0 区 段 丘 下 東 半 角 材 26 ．2 5 2 ．3 0 1 ．2 0

4 1 5 W 8 3 2 8 区 S R 2 8 0 3 板 材 （2 7 ．8 0 ） 2 ．7 0 1 ．5 0
4 1 5 W 8 4 1 9 区 南 半 段 丘 崖 下 板 材 （3 8 ．9 0 ） 6 ．2 0 1 ．3 0

4 1 5 W 8 5 5 3 区 板 材 （3 9 ．0 0 ） （3 ．5 0 ） 0 ．7 0
4 1 5 W 8 6 5 2 区 南 半 板 材 （2 0 ．4 0 ） 6 ．6 5 0 ．9 5 有 孔　 3 分 割

4 1 5 W 8 7 3 0 区 段 丘 下 東 半 角 材 9 ．7 0 3 ．0 0 2 ．2 0
4 1 5 W 8 8 4 0 区 S R 4 0 0 1 建 築 材 （2 6 ．7 5 ） 1 3 ．9 5 7 ．0 0

4 1 5 W 8 9 5 2 区 南 半 建 築 材 17 ．9 0 7 ．9 5 1 ．6 0
4 1 6 W 9 0 5 2 区 南 半 楔 状 13 ．2 5 5 ．1 0 1 ．7 5

4 1 6 W 9 1 3 0 区 段 丘 下 楔 状 24 ．7 0 5 ．9 0 1 ．1 5
4 1 6 W 92 3 0 区 段 丘 下 湿 地 中 央 楔 状 24 ．8 0 5 ．3 0 4 ．0 0

4 1 6 W 93 3 0 区 段 丘 下 湿 地 中 央 椅 子 （端 部 ） （9 ．70 ） （1 0 ．25 ） 3 ．4 0
4 1 6 W 94 1 9 区　 南 半 段 丘 崖 下 矢 板 4 1 ．0 5 1 8 ．00 2 ．9 0

4 1 6 W 95 1 9 区 南 半 段 丘 崖 下 不 明 1 8 ．0 5 1 9 ．7 5 3 ．5 5
4 1 6

4 1 7

4 1 7

4 17

4 17

4 17

W 96

W 9 7

W 98

W 9 9

W l O O

W l O l

30 区 段 丘 下 S R 3 0 0 1北

28 区 段 丘 下 東 半

30 区 段 丘 下 湿 地 西 半

53 区

53 区 北 側 段 下

28 区 西 側 低 地

容 器 ？

井 戸 枠

井 戸 枠

板 材

板 材

杭

1 2 5 ．9 5

8 3 ．9 0

（9 4 ．8 0）

7 9 ．0 0

（7 1 ．00 ）

1 0 ．70

1 2 ．60

1 1 ．70

4 ．3 5

3 ．1 0

1 1．9 5

5 ．30

2 ．3 5

2 ．9 5

3 ．10

1 4 ．6 0 底 径 4 ．6 5 cm 、 ヒ ョ ウ タ ン

矢 板 か 。
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加古川市野口
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7，626Id

確認調査・本発掘調査
（2004001）

20040707～20050314

本発掘調査

18，502Id

確認調査576前
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東播都市
計画事業
坂元・野
口土地区
画整理事
業

主な遺物

ナイフ形石器、台形
石器

縄文時代 土坑、埋嚢 縄文土器、石器

弥生時代
住居跡、掘立柱建物、
方形周溝墓、土坑

弥生土器、石器
Ⅲ期～Ⅳ期の方形周
溝墓15基

坂元遺跡
集落・墳墓・
窯

古墳時代
住居跡、古墳、埴輪窯、
祭祀土坑、水田

土師器、ガラス玉、
形象埴輪、円筒埴輪

古墳とそこに樹立され
た埴輪を焼成した窯

奈良時代
掘立柱建物、井戸、水
田、溝、水田

土師器、須恵器、墨書
土器、播磨国府系瓦、
木製祭祀具、土馬、
和同開称、押印須恵
器

土地区画の変化に対
応した2時期の集落
跡。賀古駅に属する
駅家郷か。墨書土器
「大家」・「吉家」・「小
殿」など。

鎌倉時代
掘立柱建物、鍛冶遺
構、水田、溝

須恵器、土師器、陶
磁器

区画整理事業に伴う記録保存のための調査。旧石器時代～中世にいたる遺構と遣物を検出した。旧石器
時代のものは遺物のみの出土である。縄文時代は埋嚢と土坑を検出し、墓城が営まれていたと思われる。
弥生時代は中期半ばから後半の集落と方形周溝墓群、後期後半の集落を検出した。古墳時代は後期の集
落と古墳を検出した。古墳には埴輪が樹立されており、その埴輪を焼成した窯跡も同時に調査した。窯
跡は2基あり、1基は形象埴輪、もう1基は円筒埴輪を焼成している。奈良時代前半の集落は正方位に
沿って建てられており、奈良時代後半の掘立柱建物は西に約450振った地割りに沿って建てられている。
駅家郷の可能性がある。平安時代から鎌倉時代の掘立柱建物も検出されている。
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